
ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
四
八
五
）

は
じ
め
に

第
一
節
：
判
旨

第
二
節
：
判
決
理
由

Ａ
．
異
議
申
立
人

Ⅰ
．
連
邦
閉
店
法
と
ラ
ン
ト
開
店
法

　

１
．
連
邦
閉
店
法
か
ら
ラ
ン
ト
開
店
法
へ

　
　

a)　

連
邦
閉
店
法

　
　

b)　

ラ
ン
ト
開
店
〈
閉
店
〉
法

　

２
．
ベ
ル
リ
ン
開
店
法

　
　

a)　

一
般
規
定

　
　

b)　

個
別
規
定

　
　

c)　

ベ
ル
リ
ン
州
政
府
の
法
案
説
明

Ⅱ
．
憲
法
異
議
申
立

　

１
．
申
立
の
理
由

　
　

a)　

申
立
の
権
限

　
　

b)　

裁
判
の
道
と
補
完
原
則

　

２
．
申
立
の
根
拠

　
　

a)　

宗
教
の
自
由
と
日
曜
・
祭
日
の
保
護

　
　

b)�　

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
一
四
〇

条
及
び
第
四
条
第
一
項
と
第
二
項
の
侵
害

　
　
　

aa)　

経
済
的
根
拠
に
基
づ
く
日
曜
・
祭
日
保
護
の
例
外
規
定

　
　
　

bb)　
 

傷
ま
な
い
食
糧
の
買
い
置
き
の
必
要
な
し

ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：

二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）

小　
　

林　
　

宏　
　

晨

研
究
ノ
ー
ト

一
一
一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
八
六
）

　

12
．
ド
イ
ツ
雇
用
者
団
体
連
合
会

　

13
．
ド
イ
ツ
商
工
会
議

　

14
．
ド
イ
ツ
小
売
業
中
央
会

　

15
．
キ
リ
ス
ト
教
労
働
組
合
連
合

　

16
．
サ
ー
ビ
ス
労
働
組
合
連
合
及
び
ド
イ
ツ
労
働
総
同
盟

　

17
．
専
門
鑑
別
員
ク
ナ
イ
ト
教
授
と
ナ
ッ
ハ
ラ
イ
ナ
ー
教
授

Ⅳ
．
口
頭
弁
論

Ｂ
．
判
定

Ⅰ
．
異
議
申
立
の
許
容

　

１
．
異
議
申
立
能
力

　
　

a)　

先
決
事
項
無
し

　
　

b)　

異
議
申
立
人
の
十
分
説
明

　
　

c)　

異
議
申
立
人
は
利
害
関
係
者

　

２
．「
法
（
裁
判
）
の
道
」
完
全
利
用

　
　

a)　

憲
法
異
議
申
立
手
続
以
外
に
権
利
保
護
方
法
無
し

　
　

b)　

専
門
裁
判
所
の
有
効
保
護
無
し

　
　

c)　

販
売
を
目
的
と
す
る
四
日
曜
・
祭
日
の
開
放

Ⅱ
．
異
議
申
立
の
部
分
的
根
拠
付
け

　

１
．
信
教
の
自
由
た
る
基
本
権
の
保
護
義
務

　

２
．
信
教
の
自
由
の
具
体
化

　
　

a)　

基
本
法
第
四
条

　
　

b)�　

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
の
世
俗
的
・
社
会
的
意
味

と
宗
教
的
意
味

　
　

c)�　

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
両
キ
リ
ス
ト
教
会
の
公

　
　
　

cc)�　

日
曜
・
祭
日
に
「
容
易
に
傷
み
易
い
食
糧
」
買
い
置
き

の
必
要
な
し

　
　
　

dd)�　

公
共
利
益
を
理
由
と
す
る
例
外
規
定
は
宗
教
の
自
由
と

相
容
れ
な
い

　
　
　

ee)　

日
曜
・
祭
日
閉
店
原
則
の
放
棄 

　
　
　

ff)　

個
別
諸
規
定
の
集
積
は
憲
法
違
反

　
　
　

gg)　

社
会
国
家
原
理
の
適
用
も
不
可

　
　
　

hh)　

効
果
的
制
裁
規
定
の
欠
落

　
　
　

ii)　

全
て
の
日
曜
の
開
店
を
許
す
規
定
は
憲
法
違
反

Ⅲ
．
関
連
諸
機
関
の
見
解

　

１
．
ベ
ル
リ
ン
州
議
会
及
び
州
政
府

　
　

a)�　

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
は
制
度
的
保
障
で
公
権
を

創
設
し
な
い

　
　

b)　

憲
法
異
議
申
立
は
根
拠
付
け
ら
れ
な
い

　

２
．
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
州
政
府

　

３
．
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
政
府

　

４
．
連
邦
行
政
裁
判
所

　

５
．
ド
イ
ツ
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
司
教
会
議

　

６
．
ド
イ
ツ
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
福
音
教
会

　

７
．
ド
イ
ツ
自
由
宗
教
団
体
連
合
及
び
自
由
世
界
観
共
同
体
連
合

　

８
．
ド
イ
ツ
統
一
宗
教
共
同
体

　

９
．
ジ
ョ
ル
ダ
ノ
・
ブ
ル
ノ
基
金

　

10
．
ド
イ
ツ
人
文
主
義
連
盟

　

11
．
中
・
大
規
模
小
売
業
連
邦
ア
ル
バ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト

二
二
二



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
四
八
七
）

は
じ
め
に

周
知
の
如
く
ド
イ
ツ
で
は
、
一
方
で
国
家
の
諸
宗
教
・
諸
宗
派

に
対
す
る
中
立
・
非
一
体
化
義
務
が
憲
法
的
に
前
提
と
さ
れ
て
い

る
が
、
他
方
で
、
基
本
法
〈
憲
法
〉
の
中
に
取
入
れ
ら
れ
て
い
る

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
に
見
ら
れ
る
様
に
、
欧
州
キ
リ
ス

ト
教
的
伝
統
の
強
い
影
響
も
見
ら
れ
る
。

今
般
紹
介
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
の
判
例
（
１
）
は
、
国
家

と
諸
宗
教
共
同
体
の
分
離
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
相
互
補
完
関
係
を

提
示
す
る
典
型
的
用
例
と
看
做
さ
れ
る
。

本
稿
は
、
一
般
的
に
被
用
者
の
保
護
と
市
民
の
信
教
の
自
由
の

保
護
を
目
的
と
す
る
ド
イ
ツ
諸
ラ
ン
ト
（
州
）
の
法
律
（
開
店

法
）
の
中
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
の
基
本
法
（
憲
法
）
適
合
性
に
関

わ
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
を
通
し
て
国
家
の
宗
教
共
同
体
の

関
係
を
吟
味
す
る
。

二
〇
〇
六
年
の
い
わ
ゆ
る
連
邦
主
義
改
革
に
基
づ
い
て
、
閉
店

に
関
わ
る
法
に
対
す
る
立
法
権
限
が
連
邦
か
ら
諸
ラ
ン
ト
（
州
）

に
移
転
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
州
議
会
は
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、

二
〇
〇
六
年
一
一
月
一
七
日
付
発
効
の
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
を
決
議

教
要
理

　
　

d)�　

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
は
社
会
国
家
原
理
を
具
体

化

　
　

e)　

立
法
者
に
対
す
る
保
護
課
題

　
　

f)�　

日
曜
・
祭
日
保
護
は
国
家
の
世
界
観
的
・
宗
教
的
中
立
と

矛
盾
せ
ず

　
　

g)　

日
曜
・
祭
日
保
障
を
根
拠
と
す
る
客
観
法
的
保
護
課
題

　

３
．
立
法
者
の
基
本
権
侵
害

　
　

a)　

日
曜
・
祭
日
の
憲
法
的
保
護

　
　

b)　

日
曜
・
祭
日
の
立
法
者
に
よ
る
保
護
と
そ
の
例
外

　
　

c)　

原
則
と
例
外
の
関
係

　

４
．
ベ
ル
リ
ン
開
店
法

　
　

a)　

基
本
権
的
保
護
義
務
の
名
宛
人
と
し
て
の
ラ
ン
ト
立
法
者

　
　

b)�　

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
諸
規
定
は
、
異
議
申
立
人
の
基
本
権
に

正
当
に
対
応
し
て
い
な
い

　
　

c)　

四
降
臨
節
日
曜
日
の
一
括
開
店
は
最
低
保
護
基
準
以
下

　

５
．
そ
の
他
の
規
定

　
　

a)　

時
限
が
付
さ
れ
た
特
別
開
店
は
問
題
と
な
ら
な
い

　
　

b)　

例
外
規
定
は
憲
法
的
問
題
と
な
ら
な
い

　
　

c)　

信
教
の
自
由
の
保
護
義
務
違
反
に
は
導
か
な
い

Ⅲ
．
結
論

第
三
節
：
判
決
の
要
点

第
四
節
：
判
決
の
評
価

お
わ
り
に

二
二
二



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
八
八
）

別
保
護
を
行
っ
て
い
な
い
。

尚
見
だ
し
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
の
そ
れ
で
は
な
く
、
筆

者
が
判
例
内
容
を
勘
案
し
た
結
果
で
あ
る
事
を
付
言
す
る
。
註
に

基
づ
い
て
判
例
の
原
文
を
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
い
。

第
一
節
：
判
旨

二
〇
〇
七
年
一
月
一
六
日
付
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
一
改
正
法
（
２
）
第

三
条
第
一
項
は
、
基
本
法
第
一
四
〇
条
及
び
ワ
イ
マ
ー
ル
家
憲
法

第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
と
相
容

れ
な
い
。

前
記
規
定
は
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
適
用
可
能
で

あ
る
。

そ
の
他
の
憲
法
異
議
諸
申
立
て
は
、
却
下
さ
れ
る
。

ベ
ル
リ
ン
州
は
、
訴
訟
費
用
の
半
分
を
異
議
申
立
て
人
に
支
払

う
も
の
と
す
る
（
３
）
。

第
二
節
：
判
決
理
由

Ａ
．
異
議
申
立
人

異
議
申
立
人
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
七
条
第
五
項
（
４
）
と
結

ぶ
基
本
法
第
一
四
〇
条
（
５
）
の
意
味
に
於
け
る
公
法
的
に
組
織
さ
れ
た

し
た
。

こ
の
法
律
は
、
無
条
件
に
［
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
の
］
四
降
臨
節

日
曜
日
（A

dventssonntag

）
の
一
三
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
の
七

時
間
を
開
店
の
為
に
解
放
し
た
。
更
に
、
年
間
四
日
曜
・
祭
日
が

ベ
ル
リ
ン
行
政
府
の
一
般
命
令
に
よ
っ
て
、「
公
的
利
益
の
為
に
」

開
店
さ
れ
得
る
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
、
二
日
曜
・
祭
日
が
特
別
事

態
、
と
り
わ
け
会
社
記
念
日
及
び
路
上
祭
に
際
し
て
、
一
三
時
か

ら
二
〇
時
ま
で
開
店
が
許
さ
れ
た
。［
土
曜
日
を
含
む
］
ウ
イ
ー

ク
デ
イ
に
於
け
る
開
店
は
無
限
定
（
二
四
時
間
営
業
）
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
バ
イ
エ
ル
ン
州
を
除
く
全
て
の
諸
ラ
ン
ト
が
ラ
ン
ト
法

に
よ
る
閉
店
規
定
を
行
っ
た
。
原
則
的
に
、
全
て
の
ラ
ン
ト
法
が

日
曜
・
祭
日
に
は
開
店
さ
れ
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。
例
外
規
定

と
し
て
大
抵
の
他
の
諸
ラ
ン
ト
は
、
四
日
曜
・
祭
日
を
、
バ
ー
デ

ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
州
は
三
日
曜
・
祭
日
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ

ル
グ
州
は
六
日
曜
・
祭
日
を
解
放
し
て
い
る
。
大
抵
の
州
で
は
、

降
臨
節
日
曜
日
が
排
除
さ
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
一
回
の
み
解

放
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
と
並
ん
で
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
、

ザ
ク
セ
ン
及
び
ザ
ク
セ
ン
・
ア
ン
ハ
ル
ト
が
降
臨
節
日
曜
日
の
特

二
二
二



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
四
八
九
）

連
邦
閉
店
法
効
力
下
に
於
け
る
開
店
時
間
の
再
三
に
わ
た
る
拡

大
の
後
、
土
曜
日
を
含
む
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
の
閉
店
時
間
は
、
最
終

的
に
二
〇
時
か
ら
六
時
と
さ
れ
た
（
１３
）
。
こ
の
〈
連
邦
〉
法
律
は
、
原

則
的
に
、
日
曜
・
祭
日
の
開
店
を
禁
じ
て
い
る
（
１４
）
。
こ
の
例
外
と
し

て
、
閉
店
法
第
一
四
条
第
一
項
は
、
四
日
曜
・
祭
日
ま
で
の
開
店

を
市
、
見
本
市
あ
る
い
は
こ
れ
に
類
す
る
催
し
を
理
由
と
し
て
、

ラ
ン
ト
政
府
あ
る
い
は
ラ
ン
ト
政
府
指
定
機
関
の
法
令
を
通
し
て

許
し
た
。
開
店
は
、
一
括
五
時
間
を
越
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、

遅
く
と
も
一
八
時
に
は
終
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
主
要
礼
拝
時
外

で
あ
る
べ
き
と
さ
れ
た
（
１５
）
。
一
二
月
の
日
曜
・
祭
日
は
、
全
て
例
外

な
く
禁
じ
ら
れ
た
（
１６
）
。

こ
れ
と
並
ん
で
連
邦
閉
店
法
は
、
駅
も
し
く
は
地
方
に
於
け
る

店
の
如
き
一
定
の
販
売
所
な
ら
び
に
一
定
の
商
品
グ
ル
ー
プ
の
為

の
特
別
規
定
を
有
し
た
。
と
り
わ
け
閉
店
法
第
一
〇
条
は
、
ラ
ン

ト
政
府
に
法
令
を
通
し
て
、
如
何
な
る
諸
前
提
及
び
諸
条
件
下
に

取
分
け
大
量
の
観
光
客
を
伴
っ
た
療
養
地
及
び
個
別
に
指
定
さ
れ

る
ピ
ク
ニ
ッ
ク
地
、
保
養
地
及
び
巡
礼
地
で
年
間
四
〇
日
曜
・
祭

日
を
越
え
な
い
販
売
所
の
開
設
が
許
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
決
定
す

る
権
限
を
与
え
た
。
開
店
時
間
は
八
時
間
に
限
定
さ
れ
た
。
こ
れ

宗
教
共
同
体
で
あ
り
、
そ
の
異
議
申
立
て
を
以
っ
て
直
接
ベ
ル
リ

ン
州
に
於
け
る
開
店
を
可
能
に
す
る
規
定
に
対
決
す
る
（
６
）
。

Ⅰ
．
連
邦
閉
店
法
と
ラ
ン
ト
開
店
法

１
．
連
邦
閉
店
法
か
ら
ラ
ン
ト
開
店
法
へ

二
〇
〇
六
年
の
い
わ
ゆ
る
連
邦
主
義
改
革
一
の
途
上
で
、
連
邦

閉
店
法
は
、
経
済
法
〈
基
本
法
第
七
四
条
第
一
項
〉
一
一
号
）
の

為
の
競
合
立
法
対
象
カ
タ
ロ
グ
か
ら
削
除
さ
れ
、
立
法
権
限
が
諸

ラ
ン
ト
〈
州
〉
に
移
転
さ
れ
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
ベ
ル
リ
ン
議
会

は
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
一
四
日
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
（
７
）
を
決
議
し

た
。
こ
の
法
律
は
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
一
七
日
に
発
効
し
た
。

一
年
後
の
二
〇
〇
七
年
一
一
月
一
六
日
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
一
改

正
法
（
８
）
が
発
効
し
た
。
そ
の
後
バ
イ
エ
ル
ン
州
を
除
く
全
て
の
諸
ラ

ン
ト
〈
州
〉
が
、
ラ
ン
ト
方
に
よ
る
閉
店
を
規
定
し
た
（
９
）
。

a)　

連
邦
閉
店
法

そ
れ
以
前
、
開
店
時
間
は
、
一
九
五
六
年
一
一
月
二
八
日
付
閉

店
法
（
１０
）
で
規
定
さ
れ
、
最
終
的
に
は
、
二
〇
〇
三
年
六
月
二
日
付

法
（
１１
）
が
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
三
一
日
付
法
令
第
二
二
八
条
（
１２
）
に

よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
。

二
二
二



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
九
〇
）

開
店
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
州
は
三
日
曜
・
祭
日
、

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
州
は
六
日
曜
・
祭
日
の
開
店
を
示
し
て
い
る
。

大
抵
の
ラ
ン
ト
〈
州
〉
で
は
、
降
臨
節
日
曜
日
の
開
店
が
排
除
さ

れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
年
間
一
降
臨
節
日
曜
日
の
開
店
の
み
が

許
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
と
並
ん
で
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
州
、

ザ
ッ
ク
セ
ン
州
及
び
ザ
ッ
ク
セ
ン･

ア
ン
ハ
ル
ト
州
の
開
店
法
の

み
が
降
臨
節
日
曜
日
の
特
別
保
護
を
規
定
し
て
い
な
い
。
ラ
ン
ト

法
は
、
ザ
ッ
ク
セ
ン
州
及
び
ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
を
例
外
と
し
て
、

連
邦
閉
店
法
第
二
三
条
の
連
邦
法
的
一
般
的
例
外
規
定
に
見
合
う

規
定
を
含
ん
で
い
る
（
１８
）
。

２
．
ベ
ル
リ
ン
開
店
法

a)　

一
般
規
定

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
は
、
他
の
諸
ラ
ン
ト
の
諸
規
定
を
上
回
っ
て
、

一
〇
日
曜･

祭
日
ま
で
の
開
店
を
規
定
し
て
い
る
。
日
数
は
限
定

し
な
い
が
、
連
邦
閉
店
法
第
二
三
条
に
対
応
し
、
限
定
適
所
前
提

を
伴
っ
た
個
別
ケ
ー
ス
に
関
わ
る
一
般
的
例
外
規
定
を
ベ
ル
リ
ン

開
店
法
は
規
定
し
て
い
な
い
。
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
の
開
店
は
、
完
全

の
開
か
れ
て
い
る
〈
二
四
時
間
開
店
（
１９
）
〉。

に
加
え
、
例
外
が
「
公
益
」
の
為
に
不
可
欠
で
あ
る
場
合
に
、
ラ

ン
ト
最
高
機
関
が
閉
店
法
第
二
三
条
に
よ
り
、
閉
店
法
規
定
の
個

別
的
に
時
期
を
限
定
さ
れ
た
例
外
を
許
可
す
る
事
が
で
き
た
（
１７
）
。

b)　

ラ
ン
ト
開
店
〈
閉
店
〉
法

立
法
権
限
変
更
後
に
、
こ
れ
ま
で
制
定
さ
れ
た
他
の
諸
ラ
ン
ト

の
閉
店
法
あ
る
い
は
開
店
法
は
、
基
本
的
様
相
に
於
い
て
連
邦
閉

店
法
の
規
定
構
想
を
堅
持
し
た
。
原
則
的
に
全
て
の
ラ
ン
ト
法
は
、

日
曜
・
祭
日
に
は
開
店
さ
れ
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。
一
定
の
売

り
場
、
一
定
の
商
品
な
ら
び
に
一
定
の
場
所
、
例
え
ば
駅
に
対
し

て
、
部
分
的
に
は
連
邦
閉
店
法
規
定
を
超
え
る
例
外
が
存
在
し
て

い
る
。
取
分
け
若
干
の
ラ
ン
ト
法
に
於
い
て
療
養
及
び
行
楽
地
の

為
の
規
定
は
、
連
邦
閉
店
法
第
一
〇
条
を
上
回
る
開
店
を
可
能
に

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン

州
及
び
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
グ
・
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
の
法
律
に
於

け
る
い
わ
ゆ
る
温
泉
規
定
は
、
如
何
な
る
種
別
制
限
も
し
て
い
な

い
。
こ
れ
に
加
え
全
て
の
ラ
ン
ト
法
は
、
法
的
に
一
定
の
売
り
場
、

商
品
あ
る
い
は
場
所
に
限
定
せ
ず
、
し
か
し
し
ば
し
ば
機
会
に
掛

か
ら
し
め
た
限
定
さ
れ
た
数
の
日
曜
・
祭
日
の
開
店
を
可
能
に
し

て
い
る
。
取
分
け
大
抵
の
他
の
諸
ラ
ン
ト
は
、
四
日
曜
・
祭
日
の

二
二
二



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
四
九
一
）

こ
の
よ
う
に
全
て
の
売
り
場
、
つ
ま
り
全
小
売
業
に
該
当
す
る

日
曜･

祭
日
規
定
と
並
ん
で
、
こ
れ
ま
で
通
常
で
あ
っ
た
更
な
る

例
外
要
件
、
つ
ま
り
商
品
グ
ル
ー
プ
、
提
供
者
及
び
一
定
地
域
に

従
っ
て
分
野
別
に
特
化
し
て
日
曜･

祭
日
閉
店
の
例
外
を
法
律
は
、

な
か
ん
ず
く
、
催
し
物
訪
問
者
へ
の
供
給
（
２５
）
、
花
卉
、
新
聞
雑
誌
、

パ
ン
、
ケ
ー
キ
、
乳
製
品
販
売
（
２６
）
、
美
術
品
及
び
日
用
雑
貨
（
２７
）
、
薬

局
、
給
油
所
、
駅
、
飛
行
場
及
び
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
２８
）
に
許
し
て
い

る
。
保
養
地
、
行
楽
地
及
び
巡
礼
地
に
対
す
る
連
邦
閉
店
法
第
一

〇
条
に
見
合
う
規
定
を
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
は
有
し
て
い
な
い
。
そ

の
代
わ
り
に
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
四
条
第
一
項
一
号
は
、
旅
行

者
の
必
要
の
為
に
専
ら
法
律
に
規
定
さ
れ
る
商
品
を
提
供
す
る
売

り
場
の
開
店
を
一
定
地
域
も
し
く
は
行
楽
目
標
に
限
定
す
る
事
無

し
に
全
て
の
日
曜･

祭
日
の
一
三
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
許
し
て
い

る
（
２９
）
。b)　

個
別
規
定

販
売
場
所
及
び
商
品
類
に
関
わ
り
無
く
全
て
の
小
売
業
に
該
当

す
る
日
曜･

祭
日
の
開
店
時
間
及
び
例
外
規
定
は
、
二
〇
〇
七
年

十
一
月
一
六
日
付
法
律
で
以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
で
は
、
日
曜･

祭
日
に
於
け
る
開
店
が
以
下

の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

法
律
で
、
如
何
な
る
前
提
も
無
く
、
全
て
の
四
降
臨
節
日
曜
日

の
一
三
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
売
り
場
の
開
店
が
許
さ
れ
る
（
２０
）
。
年
間

更
な
る
四
日
曜･
祭
日
が
「
公
益
」
目
的
で
ベ
ル
リ
ン
州
行
政
府

の
一
般
命
令
を
通
し
て
開
放
さ
れ
得
る
。
こ
の
規
定
は
時
間
的
制

約
を
予
定
し
て
い
な
い
（
２１
）
。
こ
れ
に
加
え
更
に
二
日
曜･

祭
日
が
特

別
事
象
、
取
分
け
企
業
記
念
日
及
び
路
上
祭
り
を
理
由
と
し
て
管

轄
局
へ
の
事
前
届
け
に
よ
り
、
一
三
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
開
店
が

許
さ
れ
る
（
２２
）
。
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
開

店
可
能
性
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
日
々
は
、
元
日
、
五
月
一
日
、
聖

金
曜
日
、
復
活
日
曜
日
、
聖
霊
降
臨
祭
日
曜
日
、
国
民
哀
悼
の
日
、

死
者
慰
霊
日
及
び
一
二
月
祝
祭
日
で
あ
る
（
２３
）
。

二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
の
間
に
ベ
ル
リ
ン
州
政
府
は
、

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
一
項
の
可
能
性
を
全
面
的
に
利
用
し
、

一
般
命
令
を
通
し
て
四
日
曜･

祭
日
に
於
け
る
売
り
場
の
開
店
を

許
可
し
た
。
公
布
さ
れ
た
全
て
の
一
般
命
令
で
は
、
開
店
時
間
が

一
三
時
か
ら
二
〇
時
に
限
定
さ
れ
た
（
２４
）
。

二
二
二



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
九
二
）

売
り
場
の
開
店
を
許
す
事
が
出
来
る
。
元
日
、
五
月
一
日
、

聖
金
曜
日
、
復
活
祭
日
曜
日
、
聖
霊
降
臨
祭
日
曜
日
、
国
民

哀
悼
の
日
、
死
者
慰
霊
日
及
び
一
二
月
祝
祭
日
は
、
こ
れ
か

ら
外
さ
れ
る
。

②�　

売
り
場
は
、
特
別
の
事
象
、
取
分
け
、
企
業
記
念
日
及
び

路
上
祭
り
に
ち
な
ん
で
、
更
な
る
二
日
曜･

祭
日
に
限
定
し

て
、
一
三
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
開
店
が
許
さ
れ
る
。

売
り
場
は
、
管
轄
地
区
所
に
開
店
六
日
前
に
届
け
出
る
。

第
一
項
二
が
該
当
す
る
。

特
別
商
品
グ
ル
ー
プ
、
提
供
者
及
び
特
定
場
所
に
於
け
る
売
り

場
に
対
す
る
日
曜･

祭
日
閉
店
の
更
な
る
例
外
は
、
ベ
ル
リ
ン
開

店
法
第
四
条
及
び
第
五
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
（
３１
）
。

第
四
条

日
曜･

祭
日
に
於
け
る
一
定
商
品
の
販
売

①　

日
曜･

祭
日
に
は
以
下
の
売
り
場
の
開
店
が
許
さ
れ
る
、

　

１�
．
専
ら
記
念
目
的
で
ツ
ー
リ
ス
ト
の
必
要
の
為
に
、
街
路

第
三
条

一
般
的
開
店
時
間

①�　

売
り
場
は
〇
時
か
ら
二
四
時
ま
で
、
降
臨
節
日
曜
日
に
は
、

一
三
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
開
店
が
許
さ
れ
る
。

②�　

売
り
場
は
、
第
四
条
か
ら
第
六
条
で
別
に
規
定
さ
れ
な
い

限
り
、
閉
店
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

１�

．
こ
の
日
が
降
臨
節
日
曜
に
該
当
す
る
場
合
の
日
曜･

祭

日
及
び
一
二
月
二
四
日
。

　

２�

．
こ
の
日
が
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
に
該
当
す
る
一
二
月
二
四
日

に
は
一
四
時
以
降
。

③�　

第
一
項
及
び
第
二
項
は
、
美
術
品
及
び
日
用
雑
貨
品
市
場

に
も
該
当
す
る
。

④　

閉
店
時
に
居
る
客
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
が
許
さ
れ
る
（
３０
）
。

第
六
条

更
な
る
例
外

①�　

開
店
時
間
に
管
轄
を
有
す
る
行
政
部
門
は
、
公
益
の
為
に

例
外
的
に
一
般
命
令
を
以
っ
て
四
日
曜･

祭
日
に
限
定
し
て

二
二
二



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
四
九
三
）

る
場
合
に
は
、
七
時
か
ら
一
四
時
ま
で
。

　

２�

．
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
降
臨
節
日
曜
に
七
時
か
ら
二
〇

時
ま
で
、
一
二
月
二
四
日
が
降
臨
節
日
曜
に
該
当
す
る
場

合
に
は
、
七
時
か
ら
一
四
時
ま
で
。

③�　

復
活
祭
日
曜
、
聖
霊
降
臨
祭
日
曜
及
び
第
二
ク
リ
ス
マ
ス

祭
日
に
は
、
第
一
項
三
号
に
よ
る
商
品
と
し
て
は
、
新
聞
と

雑
誌
の
み
、
第
二
条
第
一
項
三
号
に
よ
る
売
り
場
で
は
、
鮮

度
が
下
が
り
や
す
い
果
実
及
び
野
菜
が
生
産
者
に
よ
っ
て
提

供
す
る
事
が
許
さ
れ
る
。
聖
金
曜
日
、
国
民
哀
悼
の
日
、
死

者
慰
霊
日
に
は
、
美
術
品
及
び
日
用
雑
貨
市
が
開
か
れ
て
は

な
ら
な
い
（
３２
）
。

第
五
条

特
定
販
売
所

日
曜･

祭
日
及
び
一
二
月
二
四
日
に
開
店
が
許
さ
れ
る
も
の
は
、

１
．
薬
品
提
供
及
び
薬
局
で
通
常
の
商
品
の
提
供
の
為
の
薬
局
。

２�
．
運
転
準
備
の
維
持
あ
る
い
は
回
復
に
不
可
欠
な
限
り
、
自

動
車
部
品
の
提
供
及
び
燃
料
な
ら
び
に
旅
行
用
品
提
供
の
為

地
図
、
地
図
、
観
光
案
内
、
タ
バ
コ
、
フ
ィ
ル
ム･

写
真

消
耗
品
、
消
耗
雑
貨
、
軽
食･

嗜
好
品
を
提
供
す
る
売
り

場
。
一
三
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
。
一
二
月
二
四
日
が
降
臨

節
日
曜
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
一
三
時
か
ら
一
七
時
ま

で
。

　

２�

．
開
催
中
に
食
料
及
び
嗜
好
品
を
以
っ
て
催
し
場
及
び
博

物
館
の
来
場
者
へ
の
供
給
を
目
的
と
す
る
売
り
場
。

　

３�

．
花
卉
、
植
物
、
新
聞
及
び
雑
誌
、
パ
ン
類
、
菓
子
、
乳

製
品
を
提
供
す
る
売
り
場
。
七
時
か
ら
一
六
時
ま
で
。
降

臨
節
日
曜
に
は
七
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
。
一
二
月
二
四
日

が
降
臨
節
日
曜
に
該
当
す
る
場
合
に
は
七
時
か
ら
一
四
時

ま
で
。

　

４�

．
主
に
食
料･

嗜
好
品
の
販
売
所
。
一
二
月
二
四
日
が
降

臨
節
日
曜
に
該
当
す
る
場
合
に
は
七
時
か
ら
一
四
時
ま
で
。

　

５�

．
美
術
品
及
び
日
用
雑
貨
市
場
。
七
時
か
ら
一
八
時
ま
で
。

降
臨
節
日
曜
に
は
七
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
。

②　

第
二
条
第
一
項
三
号
に
よ
る
売
り
場
で
は
、

　

１�

．
鮮
度
の
下
が
り
や
す
い
果
実
及
び
野
菜
は
、
生
産
者
に

よ
っ
て
、
日
曜･

祭
日
、
降
臨
節
日
曜
に
は
、
七
時
か
ら

二
〇
時
ま
で
、
一
二
月
二
四
日
が
降
臨
節
日
曜
に
該
当
す

二
二
二



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
九
四
）

違
反
と
し
て
罰
金
を
規
定
す
る
。
罰
金
高
も
規
定
す
る
命
令
違
反

要
件
は
、
凡
そ
以
下
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

第
九
条

命
令
違
反

⑴�　

販
売
所
の
所
有
者
が
故
意
も
し
く
は
過
失
に
以
下
の
行
為

を
行
う
場
合
に
、
命
令
違
反
と
な
る
。

　

１�

．
第
三
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
三
項
に
反
し
て
、
販

売
所
を
開
き
も
し
く
は
商
品
を
提
供
す
る
場
合
。

　

２�

．
第
四
条
及
び
第
五
条
に
反
し
て
、
許
容
さ
れ
る
開
店
時

間
を
超
え
て
、
商
品
も
し
く
は
表
示
さ
れ
た
商
品
グ
ル
ー

プ
以
外
の
商
品
を
提
供
す
る
場
合
。

　

３�

．
第
六
条
に
反
し
、
許
さ
れ
た
日
曜
・
祭
日
の
数
を
超
え
、

あ
る
い
は
許
さ
れ
た
開
店
時
間
を
超
え
て
販
売
所
を
開
き
、

商
品
を
提
供
し
、
あ
る
い
は
、
管
轄
官
庁
へ
の
適
時
の
通

知
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
。

　

４
．．．
６
．

　

７�

．
第
七
条
第
六
項
に
反
し
、
年
間
二
回
以
上
降
臨
節
日
曜

に
被
用
者
働
か
せ
る
場
合
。

　

８
．．．．

の
給
油
所
。

３�
．
旅
行
用
品
提
供
を
目
的
と
す
る
駅
、
飛
行
場
、
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
販
売
所
。
ベ
ル
リ
ン･

テ
ー
ゲ
ル
飛
行
場
で
は
、

こ
れ
に
加
え
、
日
用
品
、
繊
維
製
品
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
及
び

贈
答
用
品
の
提
供
が
許
さ
れ
る
（
３３
）
。

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
七
条
は
、
被
用
者
の
保
護
を
目
的
と
す
る

労
働
時
間
法
的
諸
規
定
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
被
用

者
は
、
日
曜･

祭
日
に
、
許
さ
れ
た
開
店
時
間
内
に
、
販
売
所
に

お
け
る
販
売
活
動
に
限
定
さ
れ
、
準
備
及
び
終
結
活
動
の
遂
行
を

含
め
、
不
可
欠
の
際
に
は
労
働
時
間
を
三
〇
分
延
長
す
る
こ
と
が

許
さ
れ
る
。
被
用
者
は
、
要
求
す
る
場
合
、
月
一
回
土
曜
休
み
を

獲
得
で
き
る
。
少
な
く
と
も
一
二
才
以
下
の
子
供
を
持
つ
か
、
あ

る
い
は
、
承
認
さ
れ
た
介
護
必
要
者
を
持
つ
被
用
者
は
、
要
求
す

る
場
合
、
販
売
の
為
に
開
か
れ
た
日
曜･

祭
日
に
、
家
庭
内
に
居

る
他
の
者
に
よ
っ
て
ケ
ア
が
確
保
さ
れ
な
い
限
り
、
解
放
さ
れ
る

こ
と
が
で
き
る
。
被
用
者
は
、
年
間
二
降
臨
節
日
曜
の
み
働
く
事

が
許
さ
れ
る
（
３４
）
。

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
九
条
は
、
詳
細
規
定
違
反
に
対
し
、
命
令

二
二
二



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
四
九
五
）

顧
客
の
利
益
の
被
用
者
保
護
に
利
益
と
の
価
値
考
量
下
に
例
外
的

に
の
み
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
法
律
は
、
競
争
の
平
等
の

諸
理
由
か
ら
、
所
有
者
の
み
の
、
あ
る
い
は
、
専
ら
雇
わ
れ
な
い

家
族
員
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
る
販
売
所
に
対
す
る
特
別
規
定
を
設

定
し
て
い
な
い
。
顧
客
が
関
心
を
有
す
る
販
売
時
間
の
大
幅
な
柔

軟
化
の
為
に
、
新
た
な
立
法
管
轄
が
利
用
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
観
光
の
首
都
と
し
て
の
ベ
ル
リ
ン
の
立
地

が
考
慮
さ
れ
た
。
特
別
の
新
規
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
べ
き
事
項
は
、

こ
の
法
律
が
最
早
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
の
開
店
時
間
に
対
し
て
は
如
何

な
る
制
約
も
付
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
法
律
の
理
由
づ
け
は
、

同
時
に
か
つ
て
制
限
し
て
い
た
開
店
時
間
が
特
別
に
長
い
労
働
時

間
か
ら
販
売
人
員
を
保
護
す
べ
き
と
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
る
。

そ
の
事
は
、
今
や
、
労
働
時
間
保
護
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
て
い
る
（
３７
）
。

降
臨
節
日
曜
日
に
於
け
る
時
間
的
に
限
定
さ
れ
た
開
店
の
自
由

化
は
、
小
売
店
及
び
顧
客
の
利
益
と
被
雇
用
者
の
保
護
利
益
間
の

価
値
考
量
の
結
果
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
政
府
が
一
般
命
令
を
通
し

て
年
間
四
日
曜
・
祭
日
ま
で
販
売
を
可
能
に
す
る
権
限
を
与
え
る

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
一
項
は
、
連
邦
閉
店
法
第
一
四
条
及

び
二
三
条
を
継
承
し
て
い
る
。
そ
の
限
り
で
開
店
は
、
ベ
ル
リ
ン

⑵⑶�　

命
令
違
反
は
、
二
、五
〇
〇
ユ
ー
ロ
以
下
の
罰
金
、
第
一

項
第
四
号
及
び
第
二
項
の
場
合
に
、
一
五
、〇
〇
〇
ユ
ー
ロ

以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
。

一
五
、〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
を
超
え
る
罰
金
は
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法

第
三
条
及
び
第
四
条
に
反
す
る
日
曜
・
祭
日
に
於
け
る
美
術
品
及

び
日
用
雑
貨
品
の
販
売
及
び
第
七
条
第
一
項
違
反
に
該
当
す
る
（
３５
）
。

c)　

ベ
ル
リ
ン
州
政
府
の
法
案
説
明

二
〇
〇
六
年
一
一
月
一
四
日
付
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
案
の
根
拠
づ

け
（
３６
）
の
中
で
、
ベ
ル
リ
ン
州
政
府
は
、
日
曜
に
、
と
り
わ
け
勤
勉
を

旨
と
す
る
我
々
の
社
会
に
於
い
て
、
肉
体
的
・
精
神
的
力
の
再
生

の
為
の
時
間
と
し
て
多
大
な
意
義
が
帰
属
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

曰
く
、
労
働
世
界
か
ら
の
不
断
に
増
大
す
る
要
求
、
と
り
わ
け
被

用
者
流
動
性
と
柔
軟
性
へ
の
調
整
と
し
て
、
日
曜
は
、
家
族
の
利

益
と
現
代
社
会
の
社
会
関
係
の
促
進
の
た
め
に
、
放
棄
で
き
な
い
。

日
曜
は
、
休
養
、
家
庭
生
活
の
形
成
、
社
会
的
、
ス
ポ
ー
ツ
的
、

文
化
的
、
と
り
わ
け
宗
教
的
活
動
の
育
成
の
為
に
必
要
と
さ
れ
て

い
る
。
日
曜
・
祭
日
休
養
の
原
則
か
ら
は
、
従
っ
て
、
小
売
業
と

二
二
二



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
九
六
）

主
に
食
糧
・
嗜
好
品
を
提
供
す
る
販
売
所
の
為
に
日
曜
・
祭
日
定

点
命
令
の
突
破
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
住
民
が
ク

リ
ス
マ
ス
以
降
の
日
々
に
新
鮮
な
食
糧
を
以
て
充
足
さ
れ
る
こ
と

が
保
障
さ
れ
る
べ
き
と
さ
れ
る
。
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
四
条
第
二

項
第
一
文
規
定
は
、
住
民
の
必
要
充
足
を
目
的
と
し
て
、
生
産
者

及
び
そ
の
受
託
者
に
よ
っ
て
日
曜
・
祭
日
に
も
、
容
易
に
劣
化
す

る
摘
み
た
て
の
果
実
及
び
野
菜
の
販
売
を
許
可
し
て
い
る
。
こ
の

規
定
は
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
州
と
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
。
何
故

な
ら
、
地
理
的
接
近
故
に
、
主
に
こ
の
地
域
か
ら
の
提
供
者
が
果

実
と
野
菜
を
ベ
ル
リ
ン
の
街
頭
で
販
売
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
３９
）
。

Ⅱ
．
憲
法
異
議
申
立

憲
法
抗
告
を
以
て
異
議
申
立
人
は
、
ベ
ル
リ
ン
政
府
が
命
令
違

反
ケ
ー
ス
の
為
に
二
、五
〇
〇
ユ
ー
ロ
以
下
の
課
徴
金
の
み
を
規

定
す
る
限
り
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
三
条
第
一
項
二
、
第
四
条
第

一
項
第
四
号
及
び
第
二
項
第
一
号
、
第
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項

及
び
第
九
条
第
二
項
の
諸
規
定
並
び
に
諸
規
定
の
集
積
か
ら
生
ず

る
効
果
に
よ
る
基
本
法
第
一
三
九
条
及
び
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第

一
四
〇
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
侵
害
を

抗
弁
し
た
。
異
議
申
立
人
達
は
、
そ
の
憲
法
抗
告
を
概
ね
一
致
し

市
を
超
え
た
意
味
を
持
ち
、
し
か
も
多
く
の
観
光
客
を
ベ
ル
リ
ン

に
引
き
込
む
催
し
の
際
に
可
能
に
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
更

に
二
日
曜
・
祭
日
に
於
け
る
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
二
項
の

売
り
場
を
特
化
し
た
開
店
の
可
能
性
は
、
か
つ
て
法
令
で
決
定
さ

れ
た
四
日
曜
・
祭
日
の
為
の
ベ
ル
リ
ン
政
府
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た

機
会
が
必
ず
し
も
ベ
ル
リ
ン
の
全
て
の
売
り
場
に
経
済
的
成
功
を

も
た
ら
さ
な
か
っ
た
と
す
る
批
判
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
（
３８
）
。

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
四
条
第
一
項
一
文
に
於
け
る
日
曜
毎
に
販

売
可
能
な
商
品
の
観
光
必
要
雑
貨
へ
の
拡
大
に
つ
い
て
、
ベ
ル
リ

ン
政
府
は
、
こ
の
規
定
が
閉
店
法
第
一
〇
条
に
従
っ
て
制
定
さ
れ

た
ピ
ク
ニ
ッ
ク
及
び
保
養
地
域
に
於
け
る
閉
店
命
令
に
代
わ
り
、

三
月
第
一
日
曜
か
ら
一
〇
月
第
三
日
曜
ま
で
の
間
に
、
非
常
に
限

定
さ
れ
た
商
品
が
一
一
時
か
ら
一
九
時
ま
で
の
間
に
厳
格
に
限
定

さ
れ
た
地
域
で
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
と
説
明
し
た
。
こ

れ
と
結
び
つ
い
た
深
刻
な
地
域
限
定
問
題
を
回
避
す
る
目
的
で
、

将
来
ベ
ル
リ
ン
全
市
に
於
け
る
限
定
商
品
の
販
売
が
年
間
全
日

曜
・
祭
日
に
一
三
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
、
一
二
月
二
四
日
に
は

一
七
時
ま
で
許
可
さ
れ
る
。
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
四
条
第
一
項
四

文
は
、
一
二
月
二
四
日
が
日
曜
に
該
当
す
る
特
別
ケ
ー
ス
の
為
に
、

二
二
二



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
四
九
七
）

マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
は
、「
精
神
的
高
揚
」
の
目
的
設
定
を

以
て
宗
教
奨
励
的
諸
要
素
を
も
内
包
し
て
い
る
。
事
物
か
ら
し
て
、

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
一
四
〇
条
は
、

基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
保
障
内
容
、
と
り
わ
け
基

本
権
か
ら
帰
結
さ
れ
る
国
家
の
保
護
義
務
を
具
体
化
し
て
い
る
。

憲
法
が
「
精
神
的
高
揚
」
を
目
的
と
す
る
制
度
的
保
障
の
意
味
で

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
一
四
〇
条
基
準

の
従
い
、
日
曜
の
保
護
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
り
、
諸
教
会
や
諸

宗
教
共
同
体
に
対
し
、
宗
教
の
自
由
の
基
本
権
の
枠
内
で
、
阻
止

さ
れ
る
こ
と
無
き
宗
教
実
践
の
客
観
的
に
設
定
さ
れ
た
特
別
の
保

護
に
効
果
的
に
参
与
し
、
し
か
も
州
法
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
な
い

請
求
権
が
生
ず
る
（
４２
）
。

異
議
申
立
人
は
、
攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
諸
規
定
に
よ
っ
て
直
接

影
響
を
受
け
、
し
か
も
そ
れ
が
日
曜
の
憲
法
的
保
護
の
空
洞
化
に

作
用
す
る
諸
規
定
の
集
積
の
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
。
曰
く
、
ベ

ル
リ
ン
開
店
法
第
第
三
条
第
一
項
、
第
四
条
第
一
項
第
四
号
及
び

第
四
条
第
二
項
第
一
号
に
よ
る
日
曜
保
護
へ
の
介
入
に
際
し
て
は

如
何
な
る
付
加
的
執
行
行
為
も
必
要
と
し
な
い
。
ベ
ル
リ
ン
開
店

法
第
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
確
か
に
そ

て
根
拠
づ
け
て
い
る
（
４０
）
。

１
．
申
立
の
理
由

a)　

申
立
の
権
限

異
議
申
立
人
は
、
自
ら
が
異
議
申
立
の
権
限
有
り
と
看
做
す
（
４１
）
。

異
議
申
立
人
に
よ
れ
ば
、
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項

に
基
づ
く
抗
告
は
、
攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
諸
規
範
の
憲
法
適
合
性

の
判
断
に
際
し
て
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本

法
第
一
四
〇
条
に
よ
る
日
曜
・
祭
日
休
息
の
保
護
保
障
が
決
定
的

比
重
を
展
開
し
て
い
る
事
実
と
矛
盾
し
な
い
。
曰
く
、
確
か
に
、

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
一
四
〇
条
は
、

従
前
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
基
本
法
あ
る
い
は

基
本
法
に
類
す
る
権
利
で
は
な
く
、
制
度
的
保
障
を
内
包
し
て
い

る
。
更
に
、
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
よ
っ
て
保
護

さ
れ
る
宗
教
の
自
由
な
実
践
の
可
能
性
は
、
そ
の
実
際
の
諸
条
件

の
中
で
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
一
四
〇

条
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
、
形
成
さ
れ
る
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
教
会

条
項
の
保
障
が
機
能
的
に
宗
教
の
自
由
の
基
本
権
の
要
求
と
実
現

を
指
向
し
て
い
る
こ
と
は
一
般
的
に
承
認
さ
れ
て
い
る
。
ワ
イ

二
二
二



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
九
八
）

権
の
立
場
は
、
こ
れ
ら
の
諸
規
定
と
密
接
な
関
係
下
に
あ
る
。
こ

の
密
接
な
関
係
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本

法
第
一
四
〇
条
と
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
と
の
結
び

付
か
ら
帰
結
さ
れ
る
。
そ
の
礼
拝
及
び
宗
教
行
事
は
、
多
く
の
日

曜
に
阻
害
さ
れ
る
。
諸
日
曜
は
、
売
り
場
の
開
店
を
通
し
て
保
護

さ
れ
た
平
穏
な
性
格
を
は
く
奪
さ
れ
る
。
し
か
し
憲
法
は
明
示
的

に
キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
に
従
っ
た
日
曜
保
護
を
告
白
し
て
い
る
。

憲
法
の
中
で
、
日
曜
が
キ
リ
ス
ト
教
諸
教
会
及
び
諸
宗
教
共
同
体

に
と
っ
て
週
の
卓
越
し
た
日
で
あ
る
こ
と
が
明
示
的
に
設
定
さ
れ

て
い
る
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
一
四
〇

条
は
、
日
曜
全
体
を
精
神
的
高
揚
を
目
的
と
し
て
保
護
し
、
し
か

も
、
主
要
礼
拝
時
と
そ
れ
以
外
の
時
を
区
別
し
て
い
な
い
。
そ
の

事
は
、
事
物
に
も
合
致
し
て
い
る
。
何
故
な
ら
、
宗
教
の
実
践
並

び
に
こ
れ
に
よ
る
精
神
的
高
揚
は
、
礼
拝
以
外
の
他
の
形
式
に
お

い
て
も
実
効
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
４４
）
。

b)　

裁
判
の
道
と
補
完
原
則

更
に
、
異
議
申
立
人
に
よ
れ
ば
、
裁
判
の
道
は
汲
み
つ
く
さ
れ
、

し
か
も
補
完
原
則
は
維
持
さ
れ
た
（
４５
）
。

れ
ぞ
れ
一
定
の
移
転
を
必
要
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ベ
ル
リ

ン
開
店
法
第
六
条
第
二
項
で
は
、
実
質
既
に
直
接
法
律
に
よ
る
基

本
権
侵
害
に
至
る
。
何
故
な
ら
、
異
議
申
立
人
は
、
六
日
の
短
期

公
示
期
間
と
ベ
ル
リ
ン
の
全
て
の
地
区
へ
の
申
請
の
配
分
に
鑑
み

て
、
通
常
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
二
項
に
よ
る
開
店
の
適

時
の
確
認
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
し
か
も
そ
れ
故
に
、
地
区
行

政
の
不
作
為
に
対
す
る
法
的
手
段
も
取
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

継
続
確
認
訴
訟
は
、
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
て
い
る
販
売
所
に
於
け
る

異
な
っ
た
所
与
及
び
大
抵
は
欠
落
し
て
い
る
再
開
の
危
険
に
鑑
み

て
、
許
さ
れ
な
い
と
し
て
失
敗
す
る
こ
と
に
な
る
。
ベ
ル
リ
ン
開

店
法
第
六
条
第
一
項
で
は
、
行
政
裁
判
所
で
攻
撃
対
象
と
な
り
得

る
ベ
ル
リ
ン
行
政
の
一
般
命
令
を
必
要
と
す
る
。
彼
等
は
異
議
申

立
人
と
し
て
、
一
般
命
令
の
制
定
へ
の
授
権
を
通
し
て
直
接
影
響

を
受
け
て
い
る
。
何
故
な
ら
こ
の
授
権
は
、
攻
撃
対
象
と
な
っ
て

い
る
他
の
諸
規
定
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
自
己
執

行
的
」
諸
規
定
の
集
積
を
通
し
て
、
宗
教
の
自
由
な
実
践
の
侵
害

に
至
る
こ
と
に
な
る
（
４３
）
。

最
後
に
異
議
申
立
人
自
身
も
影
響
を
受
け
て
い
る
。
彼
等
は
確

か
に
開
店
諸
規
定
の
名
宛
て
人
で
は
な
い
。
し
か
し
彼
等
の
基
本

二
二
二



ベ
ル
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ン
州
開
店
法
の
憲
法
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性
：
二
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九
年
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っ
て
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四
九
九
）

裁
判
所
は
、
未
だ
回
答
を
与
え
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
日
曜
・
祭

日
休
息
の
中
核
領
域
が
不
可
侵
で
あ
り
、
し
か
も
日
曜
・
祭
日
保

護
の
充
分
な
水
準
が
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
け
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
日
曜
・
祭
日
に
於
け
る
開
店
を
可
能
に
す
る

諸
規
定
が
何
時
憲
法
的
要
請
を
充
足
し
て
い
な
い
か
は
未
だ
解
明

さ
れ
て
い
な
い
（
４７
）
。
提
示
さ
れ
た
問
題
は
、
専
門
文
献
に
於
い
て
も

対
立
的
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
解
明
は
他
の
諸
州
に
と
っ
て

も
重
要
で
あ
る
（
４８
）
。

２
．
申
立
の
根
拠

異
議
申
立
人
に
よ
れ
ば
、
憲
法
抗
告
は
根
拠
付
け
ら
れ
る
（
４９
）
。

a)　

宗
教
の
自
由
と
日
曜
・
祭
日
の
保
護

異
議
申
し
立
人
に
よ
れ
ば
、
自
ら
の
宗
教
的
自
己
理
解
の
基
準

に
従
っ
て
日
曜
を
過
ご
す
願
望
は
、
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び

第
二
項
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
曰
く
：
こ
の
保
護
は
、
礼

拝
及
び
そ
の
他
の
宗
教
的
行
事
を
国
家
の
命
令
や
禁
止
に
よ
っ
て

阻
止
さ
れ
る
こ
と
な
く
執
り
行
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
基
本
法

第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
か
ら
す
る
基
本
権
は
、
寧
ろ
ワ
イ

マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
一
四
〇
条
と
結
び
つ

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
三
条
及
び
第
四
条
は
、
形
式
法
の
諸
規
定

と
し
て
行
政
裁
判
規
定
第
四
七
条
に
よ
る
行
政
裁
判
的
規
範
審
査

手
続
き
で
攻
撃
さ
れ
得
な
い
。
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
二
項

の
規
定
は
、
届
け
出
留
保
を
伴
っ
た
許
可
で
あ
る
。
あ
る
行
政
行

為
は
、
官
庁
が
届
け
出
に
基
づ
き
例
外
を
拒
否
す
る
場
合
に
の
み

行
わ
れ
る
。
権
利
保
護
は
、
行
政
訴
訟
の
形
態
で
考
察
さ
れ
る
。

届
け
出
は
し
か
し
、
多
様
な
地
区
に
向
け
ら
れ
る
。
こ
れ
を
確
認

す
る
こ
と
を
異
議
申
立
人
は
、
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
。
従
っ
て
、

異
議
申
立
人
に
対
し
、
実
践
不
可
能
な
裁
判
の
道
を
指
示
す
る
こ

と
は
期
待
で
き
な
い
（
４６
）
。

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
一
項
に
よ
る
一
般
命
令
に
対
し
て

は
、
確
か
に
裁
判
の
道
が
開
か
れ
て
い
る
。
そ
の
限
り
で
連
邦
憲

法
裁
判
所
法
第
九
〇
条
第
二
項
第
二
文
が
適
用
可
能
で
あ
り
、

従
っ
て
、
裁
判
の
道
を
汲
み
尽
く
す
こ
と
無
し
に
、
憲
法
抗
告
の

許
容
性
を
肯
定
で
き
る
。
如
何
な
る
限
定
が
開
店
法
に
対
し
、
基

本
法
第
一
四
〇
条
及
び
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基

本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
て
い
る
か

と
い
う
問
題
の
解
明
は
、
一
般
的
意
義
を
持
つ
。
日
曜
に
於
け
る

開
店
に
対
す
る
立
法
者
の
形
成
の
自
由
の
制
限
問
題
に
連
邦
憲
法

二
二
二



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
五
〇
〇
）

要
礼
拝
外
の
祭
及
び
「
静
か
な
瞑
想
」
を
保
護
す
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
諸
教
会
の
宗
教
の
自
由
と
日
曜
保
護
間
の
直
接

的
相
互
依
存
が
存
在
す
る
（
５０
）
。

b)　

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
一
四
〇

条
及
び
第
四
条
第
一
項
と
第
二
項
の
侵
害

攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
諸
規
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
及
び
そ
の
集
積
に

お
い
て
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
一
四
〇

条
を
侵
害
し
、
し
か
も
そ
れ
に
よ
っ
て
同
時
に
基
本
法
第
四
条
第

一
項
及
び
第
二
項
を
侵
害
す
る
（
５１
）
。

aa)　

経
済
的
根
拠
に
基
づ
く
日
曜
・
祭
日
保
護
の
例
外
規
定

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
三
条
第
一
項
は
、
異
議
申
立
人
の
基
本
権

を
侵
害
す
る
。
何
故
な
ら
、
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
、
全
て
の
降
臨

節
日
曜
日
の
一
三
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
の
開
店
が
許
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
降
臨
節
時
に
於
け
る
日
曜
は
、
教
会
年
に
お
い
て

卓
越
し
た
地
位
を
有
し
、
し
か
も
諸
教
会
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
に

こ
れ
に
見
合
う
扱
い
を
受
け
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
は
、
ク

リ
ス
マ
ス
前
時
期
に
対
し
憲
法
的
保
護
を
奪
っ
て
い
る
。
降
臨
節

日
曜
日
の
特
別
の
刻
印
に
基
づ
き
、
こ
の
関
連
規
定
に
よ
り
、
憲

い
て
い
る
。
憲
法
は
日
曜
の
保
護
を
「
精
神
的
高
揚
」
を
目
的
と

す
る
制
度
的
保
障
の
意
味
で
、
い
わ
ば
労
働
休
息
の
社
会
政
策
的

目
的
設
定
と
並
ん
で
、
宗
教
奨
励
的
目
的
設
定
を
伴
っ
て
保
障
し

て
い
る
。
従
っ
て
、
日
曜
・
祭
日
の
憲
法
的
保
護
は
、
そ
の
宗
教

奨
励
的
次
元
の
枠
内
で
、
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
２
項

か
ら
す
る
基
本
権
の
保
障
内
容
に
流
入
し
て
い
る
。
こ
の
結
び
つ

き
を
通
し
て
、
礼
拝
及
び
他
の
宗
教
諸
行
事
外
的
枠
条
件
も
保
護

さ
れ
て
い
る
。
諸
教
会
及
び
他
の
宗
教
共
同
体
に
は
、
こ
の
阻
止

さ
れ
る
こ
と
無
き
宗
教
行
為
の
特
別
保
護
に
効
果
的
に
参
加
す
る

請
求
権
が
生
ず
る
。
そ
の
限
り
で
宗
教
の
自
由
の
基
本
権
は
、
部

分
的
に
参
与
権
を
内
包
し
て
い
る
。
諸
教
会
及
び
他
の
宗
教
共
同

体
に
は
、
正
に
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
と
異
な
る
日
曜
を
自
ら
の
自
己
理

解
の
基
準
に
従
っ
て
過
ご
し
、
し
か
も
そ
の
際
に
実
際
に
そ
の
信

者
達
に
到
達
す
る
可
能
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
日
曜
保
護
は
、

第
一
に
礼
拝
及
び
他
の
宗
教
行
事
の
阻
止
さ
れ
な
い
遂
行
を
指
向

し
て
い
る
。
こ
れ
と
並
ん
で
、
諸
教
会
に
は
、
自
ら
の
自
己
理
解

か
ら
し
て
同
様
に
自
ら
の
課
題
に
所
属
す
る
教
会
的
及
び
家
族
奨

励
的
作
業
の
支
援
が
大
切
で
あ
る
。
日
曜
保
護
は
、
一
日
全
部
に

及
ぶ
。
何
故
な
ら
、
こ
の
保
護
は
、
礼
拝
を
超
え
、
教
会
が
保
護

す
る
他
の
全
て
の
法
益
、
つ
ま
り
家
族
、
教
会
団
体
の
活
動
、
主

二
二
二



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
五
〇
一
）

れ
に
加
え
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
四
条
第
一
項
四
号
は
、
一
般
的

に
、「
主
に
食
糧
品
及
び
嗜
好
品
の
提
供
を
伴
っ
た
売
店
」
に
関

連
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
規
定
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
期
間
中
の
為
の

買
い
置
き
の
意
味
で
は
必
要
性
が
な
い
（
５３
）
。

cc)�　

日
曜
・
祭
日
に
「
容
易
に
傷
み
易
い
食
糧
」
買
い
置
き
の

必
要
な
し

同
様
に
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
は
、
比
例

不
適
合
で
あ
る
。
自
家
製
果
実
及
び
野
菜
の
販
売
所
の
特
権
化
を

以
て
、
経
済
促
進
目
的
が
追
求
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
目
的
は
、
憲

法
的
地
位
を
享
有
し
て
は
い
な
い
。
更
に
そ
の
限
り
で
、
今
日
の

冷
蔵
可
能
性
に
鑑
み
て
、
何
故
に
、「
容
易
に
傷
み
易
い
果
実
及

び
野
菜
を
伴
っ
た
」
商
売
が
日
曜
・
祭
日
に
必
要
で
あ
る
か
が
説

得
的
で
は
な
い
（
５４
）
。

dd)�　

公
共
利
益
を
理
由
と
す
る
例
外
規
定
は
宗
教
の
自
由
と
相

容
れ
な
い

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
一
項
に
よ
る
公
共
利
益
を
理
由
と

す
る
四
日
曜
・
祭
日
に
於
け
る
一
般
命
令
に
よ
る
開
店
自
由
化
規

定
は
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
と
相
容
れ
な
い
。
確
か

法
的
日
曜
保
護
の
構
想
及
び
形
体
規
定
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
宗
教

奨
励
的
部
分
が
深
刻
な
影
響
を
受
け
た
。
し
か
も
ベ
ル
リ
ン
開
店

法
第
三
条
第
一
項
が
年
間
四
つ
に
分
け
た
日
曜
に
そ
の
特
別
保
護

を
奪
う
の
で
は
な
く
、
四
つ
の
一
括
し
た
日
曜
に
対
す
る
保
護
を

奪
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
四
週
間
に
わ
た
っ
て
保

護
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
規
定
の
憲
法
違
反
は
、
法

案
の
中
で
明
確
に
表
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
専
ら
経
済
的
観
点

に
基
づ
い
て
い
る
事
実
か
ら
生
じ
て
い
る
。
専
ら
経
済
的
諸
根
拠

に
基
づ
く
日
曜
・
祭
日
保
護
の
例
外
規
定
は
、
存
在
し
て
は
な
ら

な
い
（
５２
）
。

bb)　

 

傷
ま
な
い
食
糧
の
買
い
置
き
の
必
要
な
し

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
四
条
第
一
項
四
号
も
日
曜
の
憲
法
的
保
護

を
侵
害
す
る
。
こ
の
規
定
は
、
法
案
に
よ
れ
ば
、
一
二
月
二
四
日

が
日
曜
に
該
当
す
る
場
合
、
住
民
に
対
し
ク
リ
ス
マ
ス
期
間
中
に

二
祭
日
の
為
に
新
鮮
な
食
糧
の
買
い
置
き
を
可
能
に
す
る
こ
と
に

供
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
あ
ら
ゆ
る
客

観
的
正
当
性
が
欠
け
て
い
る
。
傷
ま
な
い
食
糧
の
購
買
は
、
一
二

月
二
四
日
以
前
に
も
行
わ
れ
得
る
。
今
日
的
冷
蔵
の
可
能
性
に
鑑

み
て
、
そ
の
事
は
、
傷
み
の
発
生
す
る
食
糧
に
も
該
当
す
る
。
こ

二
二
二



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
五
〇
二
）

ee)�　

日
曜
・
祭
日
閉
店
原
則
の
放
棄 

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
二
項
に
よ
る
特
別
の
出
来
事
を

切
っ
掛
け
と
す
る
開
店
規
定
も
、
同
様
に
専
ら
経
済
利
益
を
基
盤

と
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
比
例
不
適
合
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、

こ
の
規
定
は
、
ベ
ル
リ
ン
に
於
け
る
膨
大
な
数
の
商
店
、「
企
業

記
念
日
」、「
道
路
祭
り
」
の
如
き
開
店
に
対
す
る
低
い
要
求
な
ら

び
に
、
一
店
舗
に
年
間
二
開
店
を
可
能
に
す
る
事
実
に
鑑
み
て
、

相
当
な
分
散
効
果
を
展
開
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
日
曜
・
祭
日

に
於
け
る
売
り
場
閉
店
の
原
則
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ベ
ル
リ
ン

で
は
、
現
実
に
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
放
棄
さ
れ
て
い
る
（
５６
）
。

ff)�　

個
別
諸
規
定
の
集
積
は
憲
法
違
反

増
し
て
や
攻
撃
対
象
を
さ
れ
る
個
別
諸
規
定
は
、
そ
の
集
積
に

お
い
て
、
憲
法
違
反
で
あ
る
。
憲
法
的
日
曜
・
祭
日
保
護
の
例
外

は
、
そ
の
集
積
が
日
曜
労
働
の
禁
止
と
許
可
の
原
則
・
例
外
関
係

に
反
す
る
場
合
、
い
ず
れ
に
せ
よ
憲
法
違
反
と
な
る
。
可
能
な
開

店
の
量
的
次
元
に
鑑
み
て　

─
年
間
一
〇
日
曜
・
祭
日
で
全
日
曜

ほ
ぼ
五
分
の
一
─　

最
早
こ
の
関
係
は
尊
重
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

れ
に
加
え
最
早
ベ
ル
リ
ン
で
は
ど
の
日
曜
も
相
当
数
の
商
店
が
開

店
し
て
い
な
い
日
が
な
い
事
実
か
ら
出
発
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
開

に
こ
の
例
外
規
定
は
、
連
邦
閉
店
法
第
一
四
条
及
び
第
二
三
条
の

か
つ
て
連
邦
統
一
的
諸
規
定
を
範
に
と
っ
て
は
い
る
が
、
し
か
し
、

標
準
と
な
る
点
に
於
い
て
こ
れ
と
異
な
っ
て
い
る
。
連
邦
閉
店
法

に
よ
れ
ば
、
例
外
は
、
公
共
利
益
に
お
け
る
個
別
ケ
ー
ス
に
於
い

て
緊
急
に
必
要
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
例
え
ば
、

緊
急
事
態
及
び
大
災
害
時
に
於
け
る
生
活
必
需
品
に
よ
る
住
民
へ

の
供
給
に
場
合
が
対
象
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ベ
ル
リ
ン
開
店

法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
は
、
最
早
こ
の
よ
う
な
厳
格
な
要
求
は

内
包
さ
れ
て
い
な
い
。
開
店
許
可
に
と
っ
て
既
に
多
少
重
要
性
の

あ
る
も
催
も
の
、
も
し
く
は
何
ら
か
の
方
法
で
ベ
ル
リ
ン
住
民
も

し
く
は
観
光
客
の
関
心
を
呼
び
起
す
出
来
事
で
十
分
と
さ
れ
て
い

る
。「
公
共
の
利
益
」
及
び
「
例
外
」
の
構
成
要
件
メ
ル
ク
マ
ー

ル
か
ら
は
、
現
実
に
統
制
効
果
は
発
し
て
い
な
い
の
だ
。
そ
の
事

は
、
二
〇
〇
七
年
の
諸
日
曜
の
開
店
許
可
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
発

せ
ら
れ
た
一
般
命
令
の
き
っ
か
け
が
グ
リ
ー
ン
ウ
イ
ー
ク
、
演
劇

会
合
、
ド
イ
ツ
レ
ン
ト
ゲ
ン
大
会
、
国
際
通
信
見
本
市
、
音
楽
祭

二
〇
〇
七
、
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
ベ
ル
リ
ン
、
ベ
ル
リ
ン
秋
の
芸

術
祭
で
あ
っ
た
事
で
証
明
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六

条
第
一
項
に
於
け
る
授
権
は
、
不
適
切
に
少
な
い
例
外
要
求
を
規

定
し
、
し
か
も
専
ら
経
済
目
的
を
追
求
し
て
い
る
（
５５
）
。

二
二
二



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
五
〇
三
）

ユ
ー
ロ
ま
で
の
罰
金
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
小
額
か
ら
し

て
、
─
と
り
わ
け
大
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
や
百
貨
店
に
鑑
み
て
─　

抑
止
効
果
や
法
遵
守
効
果
か
ら
出
発
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
（
５９
）
。

ii)�　

全
て
の
日
曜
の
開
店
を
許
す
規
定
は
憲
法
違
反

2
へ
の
異
議
申
立
人
は
、
更
に
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
四
条
第

一
項
四
号
が
食
料
・
及
び
嗜
好
品
販
売
所
が
全
て
の
日
曜
・
祭
日

に
開
店
が
許
さ
れ
る
と
理
解
で
き
る
と
説
明
し
て
い
る
。
何
故
な

ら
、「
日
曜
・
祭
日
」
に
開
店
で
き
る
と
す
る
第
一
項
導
入
部
分

に
、
文
書
構
成
で
、
一
二
月
二
四
日
が
日
曜
に
該
当
す
る
場
合
、

例
外
的
に
七
時
か
ら
一
四
時
ま
で
開
店
で
き
る
と
す
る
第
四
号
も

結
び
つ
く
か
ら
で
あ
る
。
全
て
の
日
曜
・
祭
日
を
内
包
す
る
広
い

解
釈
の
中
で
、
こ
の
規
定
は
、
憲
法
違
反
と
な
る
。
連
邦
憲
法
裁

判
所
が
、
狭
義
な
解
釈
を
基
盤
と
し
て
、
憲
法
違
反
と
看
做
す
な

ら
ば
、
こ
の
事
を
、
判
決
の
中
で
明
示
的
に
確
認
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
60
）
。

Ⅲ
．
関
連
諸
機
関
の
見
解

こ
の
憲
法
異
議
申
立
に
対
し
、
以
下
の
諸
団
体
が
文
書
に
よ
る

見
解
表
明
を
行
っ
た
：
ベ
ル
リ
ン
州
議
会
及
び
州
政
府
、
ブ
ラ
ン

店
可
能
性
の
総
合
効
果
は
、
法
規
定
技
術
が
多
様
な
諸
規
定
へ
の

配
分
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
を
通
し
て
低
下
し
て
い
な
い
（
５７
）
。

gg)�　

社
会
国
家
原
理
の
適
用
も
不
可

こ
れ
ら
の
介
入
は
、
全
体
と
し
て
憲
法
的
に
正
当
化
さ
れ
な
い
。

基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
無
限
定
保
障
故
に
、
抵
触

す
る
憲
法
に
よ
る
正
当
化
の
み
が
対
象
と
な
る
。
基
本
法
第
一
二

条
及
び
第
一
四
条
の
経
済
関
係
基
本
権
は
、
日
曜
・
祭
日
へ
の
介

入
を
支
え
き
れ
な
い
。
何
故
な
ら
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
の
経
済
目

的
設
定
は
、
憲
法
的
序
列
を
有
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
社
会
国
家

原
理
及
び
国
家
的
保
護
義
務
に
鑑
み
て
、
憲
法
的
序
列
が
付
与
さ

れ
得
る
住
民
へ
の
供
給
利
益
も
適
用
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
、
対

立
対
象
と
さ
れ
る
諸
規
定
は
、
基
本
的
供
給
に
奉
仕
し
て
い
な
い

か
ら
で
あ
る
（
５８
）
。

hh)�　

効
果
的
制
裁
規
定
の
欠
落

日
曜
・
祭
日
の
憲
法
的
保
障
の
空
洞
化
は
、
こ
の
法
律
が
現
行

の
原
始
的
制
限
違
反
に
対
す
る
効
果
的
制
裁
さ
え
規
定
し
て
い
な

い
事
実
に
よ
っ
て
更
に
強
化
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第

九
条
第
二
項
の
基
準
に
よ
れ
ば
、
違
反
行
為
は
、
高
々
二
、五
〇
〇

二
二
二



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
五
〇
四
）

根
拠
が
無
い
と
看
做
し
た
（
62
）
。

a)�　

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
は
制
度
的
保
障
で
公
権
を

創
設
し
な
い

異
議
申
立
人
は
、
異
議
申
立
権
限
が
無
い
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法

第
一
三
九
条
は
、
憲
法
異
議
申
立
手
続
き
の
中
で
咎
め
ら
れ
得
な

い
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
既
に
基
本
法
第
一
四
〇
条
か
ら
公
権

を
引
出
す
事
が
出
来
な
い
と
決
定
し
た
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第

一
三
九
条
は
、
日
曜･

祭
日
の
保
護
を
目
的
と
し
て
法
律
規
定
の

最
小
限
を
用
意
す
る
立
法
者
に
客
観
法
的
に
義
務
付
け
た
制
度
的

保
障
で
あ
る
。
日
曜
に
対
す
る
今
日
の
危
険
状
況
を
理
由
と
す
る

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
の
主
観
化
の
テ
ー
ゼ
は
、
維
持
さ

れ
得
な
い
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
の
基
本
法
第
四
条
第

一
項
及
び
第
二
項
へ
の
特
別
緊
密
関
係
の
構
成
を
通
し
て
も
、
こ

の
テ
ー
ゼ
は
根
拠
付
け
ら
れ
得
な
い
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九

条
の
文
言
は
、
憲
法
的
日
曜
保
護
が
特
別
に
教
会
に
向
け
ら
れ
た

事
項
で
は
な
く
、
世
俗
的
に
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を

認
識
さ
せ
る
。
こ
れ
の
異
な
る
観
点
は
、
基
本
法
第
四
条
の
世
界

観
的
中
立
を
指
向
す
る
基
本
構
想
と
相
容
れ
な
い
。
基
本
法
第
四

条
と
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
の
テ
ー
マ
的
関
連
は
、
ワ
イ

デ
ン
ブ
ル
グ
州
政
府
、
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
政
府
、
連
邦
行
政
裁

判
所
、
ド
イ
ツ
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
司
教
会
議
、
ド
イ
ツ
（
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
）
福
音
教
会
（
Ｅ
Ｋ
Ｄ
）、
ド
イ
ツ
自
由
宗
教
団
体
連

合
及
び
自
由
世
界
観
共
同
体
連
合
、
ド
イ
ツ
統
一
宗
教
共
同
体
、

ジ
ョ
ル
ダ
ノ
・
ブ
ル
ノ
基
金
、
ド
イ
ツ
人
文
主
義
連
盟
、
中
・
大

規
模
小
売
業
連
邦
ア
ル
バ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
（
Ｂ
Ａ
Ｇ
）、

ド
イ
ツ
雇
用
者
団
体
連
合
会
、
連
邦
ド
イ
ツ
雇
用
者
連
盟
（
Ｂ
Ｄ

Ａ
）
ド
イ
ツ
商
工
会
議
、
ド
イ
ツ
小
売
業
中
央
会
（
Ｈ
Ｄ
Ｅ
）、

キ
リ
ス
ト
教
労
働
組
合
連
合
（
Ｃ
Ｇ
Ｂ
）、
ド
イ
ツ
労
働
総
同
盟

（
Ｄ
Ｇ
Ｂ
）
サ
ー
ビ
ス
労
働
組
合
連
合
及
び
ド
イ
ツ
労
働
総
同
盟

（ver.di.

）。

こ
れ
に
加
え
ベ
ル
リ
ン
政
府
は
、
専
門
鑑
別
員
ク
ナ
イ
ト
教
授

と
ナ
ハ
ラ
イ
ナ
ー
教
授
の
文
書
見
解
を
提
出
し
た
。
更
に
連
邦
議

会
、
連
邦
参
議
院
、
連
邦
政
府
、
そ
の
他
の
諸
ラ
ン
ト
政
府
及
び

議
会
及
び
専
門
知
識
を
有
す
る
第
三
者
に
見
解
表
明
の
機
会
が
提

供
さ
れ
た
が
、
見
解
表
明
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
（
61
）
。

１
．
ベ
ル
リ
ン
州
議
会
及
び
州
政
府

ベ
ル
リ
ン
の
議
会
及
び
政
府
は
、
共
同
の
見
解
を
表
明
し
た
。

両
者
は
、
憲
法
異
議
申
立
て
は
許
可
さ
れ
な
い
、
い
ず
れ
に
せ
よ

二
二
二



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
五
〇
五
）

曜
休
養
に
関
す
る
法
令
に
基
づ
い
て
許
可
さ
れ
た
も
の
と
本
質
的

一
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
は
、

「
保
護
さ
れ
続
け
る
」
と
の
言
い
回
し
を
通
し
て
当
時
既
に
許
可

さ
れ
た
構
成
要
件
に
関
連
付
け
て
い
る
。
ワ
イ
マ
ー
ル
時
代
も
そ

の
後
も
、
一
九
五
六
年
に
於
け
る
閉
店
法
の
発
効
に
至
る
ま
で
、

降
臨
節
日
曜
日
の
開
店
は
、
原
則
的
に
許
可
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
こ
れ
ら
の
日
曜
日
は
、
特
別
に
重
要
な
販
売
日
と
さ
れ

て
い
た
。
攻
撃
対
象
と
さ
れ
て
い
る
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
は
、

一
九
一
九
年
の
法
令
よ
り
控
え
め
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
こ
の
法

律
は
、
降
臨
節
日
曜
日
の
開
店
が
時
間
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
（
64
）
。

最
後
に
異
議
申
立
人
は
、
裁
判
の
道
を
使
い
切
っ
て
い
な
い
が

故
に
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
を
対
象
と

す
る
限
り
、
許
さ
れ
な
い
〈
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
第
九
〇
条
第
二

項
〉。
何
故
な
ら
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
議
申
立
人

が
行
政
裁
判
所
で
反
対
可
能
な
開
店
の
前
地
に
於
け
る
行
政
執
行

行
為
を
前
提
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
何
故
に
異
議
申
立
人
に

充
分
に
有
効
な
権
利
保
護
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
か
に
つ
い
て
、

異
議
申
立
て
人
は
、
説
得
的
に
説
明
し
な
か
っ
た
（
65
）
。

マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
の
主
観
的
効
果
の
欠
落
を
変
え
る
も
の

で
は
な
い
。
社
会
政
策
的
及
び
宗
教
的
動
機
付
け
の
並
存
は
、
日

曜･

祭
日
遵
守
を
請
求
で
き
る
個
人
的
担
い
手
へ
の
組
み
込
み
を

許
さ
な
い
。
そ
の
他
の
全
て
は
、
大
衆
の
異
議
申
立
て
の
許
容
に

導
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
基
本
法
第
四
条
は
、
確
か
に
宗
教
的
に
動

機
付
け
ら
れ
た
行
動
も
、
し
か
も
当
に
諸
日
曜
も
保
護
す
る
。
ワ

イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
の
み
を
対
象
と
し
た
一
般
的
に
日
曜

に
対
す
る
枠
組
み
公
権
の
形
成
は
、
宗
教
の
自
由
に
よ
っ
て
把
握

さ
れ
な
い
（
63
）
。

基
本
法
第
四
条
を
教
会
の
日
曜
利
益
に
対
し
、
よ
り
開
か
れ
た

も
の
と
看
做
す
場
合
、
異
議
申
立
人
に
は
異
議
申
立
権
限
が
欠
落

し
て
い
る
。
異
議
申
立
人
は
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
に
よ
っ
て
、
自

ら
も
直
接
影
響
を
受
け
な
い
。
こ
れ
に
加
え
異
議
申
立
人
は
、
既

に
基
本
権
侵
害
の
可
能
性
を
指
摘
し
な
か
っ
た
。
攻
撃
対
象
と
さ

れ
る
諸
規
定
を
通
し
て
異
議
申
立
人
の
宗
教
実
行
の
為
の
枠
組
条

件
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
一
四
〇

条
に
対
す
る
違
反
の
下
に
、
期
待
不
可
能
に
悪
化
し
な
か
っ
た
。

何
故
な
ら
、
売
り
場
の
為
に
今
や
日
曜･

祭
日
に
許
可
さ
れ
た
開

店
時
間
が
一
九
一
九
年
二
月
五
日
付
商
店
及
び
薬
局
に
於
け
る
日

二
二
二



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
五
〇
六
）

改
善
す
る
努
力
の
如
き
他
の
説
得
的
立
法
意
図
も
日
曜
保
護
の
制

限
を
正
当
化
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
に
攻
撃
対
象
と
さ
れ
る

諸
規
定
が
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
様
に
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法

第
一
三
九
条
は
、
こ
の
制
度
が
無
価
値
な
殻
に
空
洞
化
す
る
こ
と

か
ら
保
護
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
明
ら
か
に
空
洞
化
は
さ
れ
て
い

な
い
の
だ
（
66
）
。

立
法
者
の
形
成
の
自
由
は
、
更
に
、
日
曜
・
祭
日
の
不
可
侵
の

中
核
部
分
を
通
し
て
の
み
制
約
せ
て
い
る
。
そ
の
事
は
、
一
方
で
、

保
護
さ
れ
て
い
る
日
曜
・
祭
日
の
数
及
び
七
日
の
リ
ズ
ム
に
、
他

方
で
、
労
働
休
息
の
原
則
・
例
外
関
係
及
び
日
曜
労
働
に
対
す
る

ウ
イ
ー
ク
デ
イ
労
働
の
閑
却
に
該
当
す
る
。
異
議
申
立
人
が
全
て

の
日
曜
の
ほ
ぼ
五
分
の
一
の
開
店
に
よ
っ
て
、
彼
ら
に
対
し
て
、

礼
拝
及
び
そ
の
他
の
宗
教
行
事
の
遂
行
が
期
待
不
可
能
に
困
難
に

さ
れ
て
い
る
と
非
難
す
る
限
り
、
そ
れ
は
説
得
的
で
は
な
い
。
開

店
規
定
は
、
販
売
所
を
訪
問
し
、
礼
拝
を
行
わ
な
い
事
を
命
令
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
変
化
し
て
社
会
的
現
実
を
考
慮
し
て
い

る
に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
開
店
規
定
が
市
民
に
対
し
て
日
曜
・

祭
日
に
販
売
所
を
訪
問
す
る
可
能
性
を
付
与
す
る
事
に
よ
っ
て
、

市
民
の
変
化
し
た
休
暇
の
望
み
を
考
慮
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

b)�　

憲
法
異
議
申
立
は
根
拠
付
け
ら
れ
な
い

憲
法
異
議
申
立
は
、
許
容
さ
れ
る
と
し
て
も
、
根
拠
付
け
ら
れ

な
い
。
攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
諸
規
定
は
、
客
観
的
に
も
憲
法
適
合

性
が
あ
り
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
の
制
度
的
保
障
に
正

当
に
対
応
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
日
曜･

祭

日
休
息
の
不
可
侵
の
中
核
に
触
れ
な
い
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第

一
三
九
条
は
、
法
規
定
を
通
し
て
日
曜･

祭
日
が
労
働
休
息
及
び

精
神
的
高
揚
の
日
と
し
て
供
せ
ら
れ
る
事
を
保
障
す
る
こ
と
を
立

法
者
に
義
務
付
け
て
い
る
。
そ
の
際
に
立
法
者
は
、
形
成
の
余
地

を
有
し
て
い
る
。
取
分
け
、
日
曜･
祭
日
た
る
制
度
の
正
式
存
在

が
保
護
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
三
条
第
二
項
一
号
は
、

通
常
日
曜･

祭
日
に
は
販
売
所
が
閉
ま
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
命
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
考
慮
し
て
い
る
。
例
外
諸
規
定
は
、

こ
の
原
則
を
変
え
る
も
の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
制
度
的
保
障

は
、
日
曜･

祭
日
保
護
の
全
て
の
緩
和
的
変
更
を
禁
じ
て
は
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。
必
要
性
、
取
分
け
休
息
の
必
要
性
は
、
変
遷
し
、

今
日
で
は
他
の
必
要
と
競
合
し
て
い
る
。
日
曜
の
宗
教
的
目
的
規

定
は
、
後
ろ
に
後
退
し
て
い
る
。
制
度
的
保
障
の
制
限
は
、
従
っ

て
よ
り
容
易
に
根
拠
付
け
ら
れ
え
る
。
絶
対
に
必
要
な
放
棄
で
き

な
い
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
休
暇
の
提
供
あ
る
い
は
経
済
状
況
を

二
二
二



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
五
〇
七
）

本
法
第
一
二
条
第
一
項
で
保
護
さ
れ
る
売
店
所
有
者
の
職
業
遂
行

の
自
由
間
の
調
整
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
に
立
法

者
に
は
広
い
裁
量
の
余
地
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
承
認
さ
れ
て
い

る
事
項
は
、
原
則
的
に
、
社
会
的
及
び
技
術
的
諸
根
拠
か
ら
し
て

不
可
欠
な
労
働
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
住
民
の
休
暇

時
の
必
要
に
も
供
せ
ら
れ
る
労
働
も
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
様
な
「
日
曜
の
た
め
の
労
働
」
に
際
し
て
は
、
連
邦
憲

法
裁
判
所
の
判
例
に
よ
れ
ば
、「
日
曜
に
も
か
か
わ
ら
ず
労
働
」

よ
り
も
開
店
に
有
利
な
価
値
考
量
が
該
当
し
て
い
る
。
確
か
に
絶

対
的
禁
止
は
存
在
し
な
い
。
従
っ
て
攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
諸
規
定

は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
日
曜
・
祭
日
へ
の
介
入
が
公
共
の
福

祉
の
説
得
的
諸
根
拠
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
な
い
か
、
も
し
く
は

比
例
不
適
合
で
あ
る
が
故
に
、
こ
れ
を
行
わ
な
い
事
を
立
法
者
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
の
み
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九

条
に
違
反
す
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
事
は
前
提
と
さ
れ
て
い
な

い
。
消
費
者
の
行
動
の
自
由
と
売
店
所
有
者
の
職
業
遂
行
の
自
由

は
、
個
別
的
に
も
そ
し
て
全
体
と
し
て
も
、
例
外
規
定
を
正
当
化

す
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
こ
の
法
益
の
保
護
に
適
合
し
、
必
要

で
あ
り
、
し
か
も
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
に
よ
っ
て
予
め

与
え
ら
れ
て
い
る
原
則
・
例
外
関
係
を
考
慮
す
れ
ば
、
適
切
で
も

こ
の
可
能
性
は
、
一
〇
日
曜
・
祭
日
に
限
定
さ
れ
、
し
か
も
こ
れ

ら
の
六
日
は
、
時
間
的
に
も
限
定
さ
れ
て
い
る
。
瞑
せ
ら
れ
て
い

る
原
則
・
例
外
関
係
は
、
開
店
が
許
さ
れ
る
日
曜
・
祭
日
の
少
な

い
数
と
開
店
の
時
間
的
制
限
に
鑑
み
て
、
侵
害
さ
れ
な
い
。
四
日

曜
の
み
が
一
日
中
の
開
店
が
許
さ
れ
る
事
を
以
っ
て
、
日
曜
が
ウ

イ
ー
ク
デ
イ
的
正
確
を
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ウ
イ
ー
ク

デ
イ
的
刻
印
の
増
加
の
み
で
は
、
日
曜
・
祭
日
休
息
の
中
核
部
分

に
対
す
る
違
反
を
根
拠
付
け
な
い
（
67
）
。

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
の
世
界
観
的
・
宗
教
的
要
素
に

立
法
者
は
、
日
曜
・
祭
日
の
開
店
を
原
則
的
に
禁
じ
、
し
か
も
、

開
店
の
為
に
開
か
れ
て
い
る
一
〇
日
の
中
の
六
日
を
時
間
的
に
制

限
し
、
し
か
も
当
に
主
要
礼
拝
時
に
開
店
か
ら
外
す
事
に
よ
っ
て
、

考
慮
を
払
っ
て
い
る
（
68
）
。

ベ
ル
リ
ン
州
立
法
者
の
決
定
は
、
自
ら
の
形
成
の
自
由
の
枠
内

に
留
ま
っ
て
い
る
。
日
曜
・
祭
日
保
護
の
形
成
に
際
し
て
立
法
者

は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
て
い
る

原
則
・
例
外
関
係
の
考
慮
の
下
に
、
な
か
ん
ず
く
、
基
本
法
第
二

条
第
一
項
で
保
護
さ
れ
る
消
費
者
の
買
い
物
に
対
す
る
利
益
と
基

二
二
二



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
五
〇
八
）

を
目
標
と
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
故
に
、
開
店
に
特
別
の
関
心

を
有
し
て
お
り
、
更
に
こ
れ
に
、
降
臨
節
日
曜
で
の
買
い
物
に
住

民
の
家
族
レ
ベ
ル
で
の
特
別
の
関
心
が
結
び
つ
い
て
い
る
。
こ
れ

に
加
え
ベ
ル
リ
ン
立
法
者
は
、
主
要
礼
拝
時
を
開
店
時
か
ら
外
し

て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
四
条
第
一
項
第
四
号
で
規
定
さ
れ

て
い
る
ク
リ
ス
マ
ス
に
お
け
る
開
店
は
、
一
二
月
二
四
日
が
降
臨

祭
日
曜
に
該
当
す
る
場
合
で
も
反
対
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
、
販

売
に
指
定
さ
れ
る
商
品
の
み
が
許
可
さ
れ
、
し
か
も
開
店
時
間
が

意
義
申
立
人
の
利
益
に
対
応
し
て
、
七
時
か
ら
一
四
時
に
限
定
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
鮮
度
が
落
ち
易
い
果
実
や
野
菜
の
生
産

者
に
よ
る
販
売
規
定
〔
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
四
条
第
二
項
第
一

号
〕
は
、
降
臨
節
日
曜
に
と
っ
て
特
別
の
役
割
を
果
た
し
て
い
な

い
（
７０
）
。更

な
る
開
店
規
定
に
付
い
て
は
、
個
別
的
考
察
を
必
要
と
し
な

い
。
例
外
諸
規
定
は
、
こ
れ
に
加
え
、「
公
共
利
益
」
も
し
く
は

「
特
別
の
事
象
」
諸
前
提
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

見
合
う
先
行
規
程
は
、
連
邦
閉
店
法
第
一
四
条
及
び
第
二
三
条
に

見
ら
れ
る
。
ベ
ル
リ
ン
回
転
法
の
法
的
状
況
は
、
連
邦
法
に
対
し

て
、
よ
り
狭
め
ら
れ
て
い
る
。
何
故
な
ら
、
日
曜
・
祭
日
の
販
売

あ
る
。
そ
の
事
は
、
住
民
の
変
化
し
た
買
い
物
慣
習
を
考
慮
す
る

場
合
に
特
に
該
当
す
る
。
住
民
の
多
く
の
部
分
に
と
っ
て
、
日

曜
・
祭
日
、
と
り
わ
け
降
臨
節
日
曜
の
買
い
物
は
、
ウ
イ
ー
ク
デ

イ
の
性
格
を
失
い
、
回
復
に
供
せ
ら
れ
る
休
暇
活
動
と
な
り
、

従
っ
て
、
開
店
は
、「
日
曜
の
為
の
労
働
」
へ
の
傾
向
を
有
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
見
な
い
と
し
て
も
、
変
化
す
る
買

い
物
慣
習
に
、
立
法
者
の
追
及
す
る
経
済
奨
励
目
標
と
相
俟
っ
て
、

日
曜
・
祭
日
保
護
の
制
限
が
限
定
的
で
あ
る
事
を
正
当
化
す
る
ほ

ど
の
比
重
が
付
与
さ
れ
て
い
る
（
69
）
。

そ
の
事
は
、
個
別
規
定
に
も
該
当
す
る
。
す
べ
て
の
降
臨
節
日

曜
に
お
け
る
開
店
は
、
反
対
で
き
な
い
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第

一
三
九
条
か
ら
は
、
時
間
的
制
限
の
あ
る
開
店
が
許
可
さ
れ
て
い

る
日
曜
毎
に
販
売
か
ら
解
放
さ
れ
る
日
曜
が
続
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
は
導
か
れ
得
な
い
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
が
追

求
す
る
小
売
点
に
お
け
る
被
用
者
の
為
の
労
働
休
息
の
目
標
に
立

法
者
は
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
七
条
第
五
項
に
従
っ
て
、
被
用
者
を

年
間
二
つ
の
降
臨
節
日
曜
の
み
に
働
か
せ
る
事
が
許
さ
れ
る
事
を

以
っ
て
、
考
慮
を
払
っ
て
い
る
。
確
か
に
教
会
暦
に
お
い
て
降
臨

節
日
曜
は
、
卓
越
し
た
地
位
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に

は
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
商
売
に
お
け
る
小
売
店
が
販
売
の
特
別
部
分

二
二
二



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
五
〇
九
）

及
び
第
二
項
の
諸
規
定
は
、
基
本
法
第
一
九
条
第
四
項
に
即
し
た

有
効
な
権
利
保
護
の
保
障
へ
の
異
議
申
立
人
の
基
本
権
に
違
反
し

て
い
る
。
何
故
な
ら
、
異
議
申
立
人
が
販
売
店
所
有
者
の
管
轄
官

庁
へ
の
申
請
を
感
知
し
、
し
か
も
場
合
に
よ
っ
て
、
官
庁
の
不
作

為
を
裁
判
で
審
査
さ
せ
る
事
が
出
来
る
か
否
か
は
、
偶
然
に
依
存

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
73
）
。

４
．
連
邦
行
政
裁
判
所

連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
こ
れ
ま
で
度
々
連
邦
閉
店
用
法
に
つ
い

て
扱
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
見
解
を
表
明
す
る

事
を
差
し
控
え
る
事
と
し
た
（
74
）
。

５
．
ド
イ
ツ
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
司
教
会
議

ド
イ
ツ
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
司
教
会
議
は
、
憲
法
異
議
申
立
て
が

許
さ
れ
、
か
つ
根
拠
付
け
ら
れ
る
と
看
做
し
、
異
議
申
立
書
を
指

摘
し
、
補
足
的
に
、
攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
法
律
が
日
曜
・
祭
日
の

保
護
を
、
憲
法
的
に
最
早
忍
従
さ
れ
え
な
い
ほ
ど
に
抑
制
し
て
い

る
と
強
調
し
た
（
75
）
。

日
数
が
連
邦
閉
店
法
第
二
三
条
と
は
異
な
り
、
限
定
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
（
71
）
。

２
．
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
州
政
府

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
州
政
府
は
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
四
条
第

一
項
第
四
号
に
つ
い
て
の
み
見
解
を
述
べ
た
。
何
故
な
ら
、
こ
の

規
定
の
み
が
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
州
法
に
類
似
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
曰
く
、
こ
の
規
定
は
憲
法
的
基
準
に
合
致
し
て
い
る
。
こ

の
規
定
に
よ
っ
て
、
日
曜
・
祭
日
保
護
の
中
核
領
域
も
、
日
曜
・

祭
日
の
開
店
に
関
す
る
憲
法
的
に
保
障
さ
れ
た
原
則
・
例
外
関
係

も
侵
害
さ
れ
て
い
な
い
（
72
）
。

３
．
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
政
府

チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
政
府
は
、
憲
法
異
議
申
立
が
許
さ
れ
、
活

根
拠
付
け
ら
れ
る
と
看
做
す
。

曰
く
、
異
議
申
立
人
は
、
攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
法
規
定
に
よ
っ

て
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
か
ら
す
る
宗
教
遂
行
の
自

由
の
基
本
権
を
侵
害
さ
れ
た
。
日
曜
・
祭
日
保
護
の
形
成
は
、
日

曜
・
祭
日
休
息
の
絶
対
的
中
核
を
保
護
す
る
立
法
者
へ
の
命
令
を

最
早
充
足
し
て
い
な
い
。
更
に
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
一
項

二
二
二



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
五
一
〇
）

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
会
の
伝
統
的
祭
日
の
保
護
は
、
国
家
の
世

界
観
的
中
立
へ
の
義
務
に
鑑
み
て
、
国
家
の
義
務
で
は
な
い
（
78
）
。

９
．
ジ
ョ
ル
ダ
ノ
・
ブ
ル
ノ
基
金

ジ
ョ
ル
ダ
ノ
・
ブ
ル
ノ
基
金
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
憲
法
異
議
申

し
立
は
、
成
功
し
得
な
い
。

曰
く
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
は
、
立
法
者
の
広
い
裁

量
の
余
地
を
伴
っ
た
客
観
法
的
日
曜
保
護
の
み
を
内
容
と
し
て
い

る
。
そ
の
中
核
領
域
の
保
障
で
あ
っ
て
も
、
い
か
な
る
公
権
的
請

求
権
も
存
在
し
な
い
。
従
っ
て
、
憲
法
異
議
申
立
は
許
さ
れ
な
い
。

更
に
、
攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
法
律
の
包
括
的
客
観
法
的
検
証
に
於

い
て
も
、
い
か
な
る
憲
法
違
反
も
確
認
さ
れ
な
い
。
年
間
五
二
の

日
曜
の
中
、
少
な
く
と
も
四
四
日
が
深
刻
な
「
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
的

労
働
」
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
。
四
降
臨
節
日
曜
に
、
販
売
所
は
、

一
三
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
の
み
開
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
ワ
イ

マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
の
制
度
的
保
障
の
絶
対
的
に
保
護
さ
れ

て
い
る
中
核
領
域
は
、
侵
害
さ
れ
て
い
な
い
（
79
）
。

１０
．
ド
イ
ツ
人
文
主
義
連
盟

ド
イ
ツ
人
文
主
義
連
盟
に
よ
れ
ば
、
憲
法
異
議
申
立
が
許
さ
れ

６
．
ド
イ
ツ
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
福
音
教
会
（
Ｅ
Ｋ
Ｄ
）

ド
イ
ツ
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
福
音
教
会
（
Ｅ
Ｋ
Ｄ
）
は
、
ベ

ル
リ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
福
音
教
会
の
異
議
申
立
書
に
全
面

的
に
賛
同
し
、
ベ
ル
リ
ン
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
大
司
教
区
の
異
議
申

立
書
に
於
け
る
思
考
に
も
賛
同
し
た
（
76
）
。

７�

．
ド
イ
ツ
自
由
宗
教
団
体
連
合
及
び
自
由
世
界
観
共
同
体
連
合

ド
イ
ツ
自
由
宗
教
団
体
連
合
及
び
自
由
世
界
観
共
同
体
連
合
は
、

同
一
の
発
し
を
発
し
、
異
議
申
立
は
、
異
議
申
立
人
の
権
利
が
侵

害
さ
れ
て
い
な
い
が
故
に
、
棄
却
さ
れ
る
べ
き
と
の
見
解
を
と
る
。

曰
く
、
日
曜
・
祭
日
の
教
会
に
よ
る
意
味
決
定
権
限
は
、
世
界
観

的
に
中
立
な
国
家
に
於
い
て
は
拒
否
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
77
）
。

８
．
ド
イ
ツ
統
一
宗
教
共
同
体

ド
イ
ツ
統
一
宗
教
共
同
体
は
、
個
人
に
休
息
と
省
察
、
宗
教
的

体
験
の
時
間
、
あ
る
い
は
、
共
同
体
に
於
け
る
体
験
を
許
す
、
再

三
に
わ
た
る
時
間
が
国
家
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
表
明
し
た
。
曰
く
、
し
か
し
こ
れ
は
、
多
様
な
形
態
で
行
わ

れ
得
る
の
で
あ
っ
て
、
日
曜
休
息
あ
る
い
は
祭
日
保
護
に
限
定
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
際
に
、
社
会
的
変
遷
が
考
慮
さ
れ
な

二
二
二



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
五
一
一
）

利
益
対
応
的
調
整
を
設
定
し
、
そ
の
際
に
、
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
的
労

働
と
日
曜
の
労
働
停
止
間
の
原
則
・
例
外
関
係
に
触
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
に
加
え
、
閉
店
時
の
新
形
成
は
、
店
舗
保
有
者
、
被
用
者
な

ら
び
に
第
三
者
の
基
本
権
行
使
に
も
、
公
の
包
括
的
か
つ
憲
法
的

に
正
当
化
さ
れ
た
社
会
的
及
び
経
済
的
利
益
の
考
慮
に
奉
仕
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
権
利
と
利
益
へ
の
考
慮
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、

異
議
申
立
人
の
基
本
権
へ
の
介
入
を
正
当
化
す
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
（
81
）
。連

邦
ア
ル
バ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
〈
Ｂ
Ａ
Ｇ
〉
は
更
に
、

ベ
ル
リ
ン
中
小
小
売
業
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
質
問
さ
れ

た
経
営
者
の
一
四
％
が
開
店
時
間
の
拡
大
に
よ
っ
て
新
た
な
被
用

者
を
雇
い
入
れ
た
と
宣
言
し
て
い
る
結
果
を
得
て
い
る
。
更
に
経

営
者
は
、
開
店
時
間
の
新
形
成
を
以
っ
て
、
タ
バ
コ
売
り
場
、
給

油
所
、
空
港
及
び
停
車
場
売
店
の
如
き
特
権
立
地
に
於
け
る
不
平

等
と
考
え
ら
れ
た
優
遇
及
び
ネ
ッ
ト
販
売
の
優
遇
明
ら
か
に
緩
和

さ
れ
た
事
を
強
調
し
て
い
る
（
82
）
。

１２
．
ド
イ
ツ
雇
用
者
団
体
連
合
会
（
Ｂ
Ｄ
Ａ
）

ド
イ
ツ
雇
用
者
団
体
連
合
会
は
、
開
店
時
間
の
形
成
が
日
曜
休

な
い
ほ
ど
に
日
曜
保
護
を
キ
リ
ス
ト
教
的
・
宗
教
的
保
護
規
定
に

限
定
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
、
既
に
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九

条
の
文
言
と
矛
盾
し
て
い
る
。
曰
く
、
日
曜
は
、
特
別
に
キ
リ
ス

ト
教
的
祭
日
で
は
な
い
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
は
、
公

権
的
権
利
の
無
い
客
観
法
的
制
度
保
障
に
過
ぎ
な
い
。
攻
撃
対
象

と
さ
れ
る
法
律
は
、
教
会
訪
問
へ
の
可
能
性
を
奪
っ
て
は
い
な
い
。

更
に
、
ベ
ル
リ
ン
州
に
於
け
る
社
会
学
的
決
定
要
素
が
考
慮
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
キ
リ
ス
ト
諸
教
会
は
、
ベ
ル
リ
ン
住
民
の

多
数
を
制
し
て
は
い
な
い
。
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
の
諸
規
定
は
、
憲

法
適
合
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
宗
教
行
為
の
実
行
権
は
、
信
仰
の

持
つ
全
て
の
少
数
派
に
保
障
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
80
）
。

１１�
．
中
・
大
規
模
小
売
業
連
邦
ア
ル
バ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ

ト
（
Ｂ
Ａ
Ｇ
）

中
・
大
規
模
小
売
業
連
邦
ア
ル
バ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト

〈
Ｂ
Ａ
Ｇ
〉
の
見
解
に
よ
れ
ば
異
議
申
立
人
に
は
、
既
に
自
己
の

請
求
権
の
適
用
を
目
的
と
す
る
公
権
が
欠
け
て
い
る
。、
し
か
も
、

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
の
攻
撃
対
象
規
定
は
、
日
曜
・
祭
日
休
息
の
中

核
部
分
を
侵
害
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
住
民

の
休
暇
及
び
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
と
労
働
休
息
の
原
則
間
の

二
二
二



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
五
一
二
）

に
わ
た
る
禁
止
は
、
ド
イ
ツ
の
立
地
、
そ
の
経
済
及
び
そ
の
市
民

の
害
に
な
る
と
の
見
解
と
採
る
。
労
働
時
間
法
は
、
充
分
な
ほ
ど

の
可
能
性
を
提
供
し
て
い
る
（
86
）
。

ケ
ル
ン
商
工
会
議
所
は
、
小
売
業
と
都
市
部
の
活
性
化
に
対
す

る
開
店
の
重
要
な
機
能
を
指
摘
し
た
。
曰
く
、
都
市
中
心
部
の
小

売
業
に
と
っ
て
開
店
さ
れ
る
日
曜
は
、
国
内
的
及
び
国
際
的
と
し

競
争
で
自
己
貫
徹
す
る
為
に
、
ま
さ
に
不
可
欠
で
あ
る
（
87
）
。

１４
．
ド
イ
ツ
小
売
業
中
央
会
（
Ｈ
Ｄ
Ｅ
）

ド
イ
ツ
小
売
業
中
央
会
（
Ｈ
Ｄ
Ｅ
）
は
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
規

定
が
憲
法
適
合
を
有
す
る
と
の
見
解
を
採
る
。
曰
く
、
憲
法
異
議

申
立
は
許
さ
れ
な
い
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
根
拠
が
な
い
。
異
議
申

立
人
に
は
、
異
議
申
立
権
限
が
な
い
。
何
故
な
ら
、
申
立
人
は
、

自
ら
、
し
か
も
少
な
く
と
も
部
分
的
に
攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
規
範

に
よ
っ
て
直
接
影
響
を
受
け
な
い
。
基
本
権
の
可
能
な
侵
害
に
つ

い
て
は
説
明
が
な
い
。
更
に
、
憲
法
異
議
申
立
は
、
部
分
的
に
許

さ
れ
な
い
。
何
故
な
ら
、
異
議
申
立
人
は
先
ず
、
専
門
裁
判
所
へ

の
裁
判
の
道
を
経
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
と
関
わ
り

な
く
、
異
議
申
立
人
は
、
そ
の
基
本
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
な
い
（
88
）
。

息
を
目
的
と
す
る
基
本
法
第
一
四
〇
条
と
結
ぶ
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法

第
一
三
九
条
か
ら
帰
結
さ
れ
る
国
家
の
義
務
違
反
を
提
示
し
な
い

と
の
見
解
を
採
っ
て
い
る
。
曰
く
、
ベ
ル
リ
ン
立
法
者
は
、
そ
の

形
成
余
地
の
枠
内
で
動
い
て
い
る
。
諸
規
定
は
、
個
別
的
に
も
又

全
体
と
し
て
も
、
憲
法
違
反
で
は
な
い
（
83
）
。

１３
．
ド
イ
ツ
商
工
会
議

ド
イ
ツ
商
工
会
議
は
、
自
ら
の
見
解
表
明
は
行
わ
な
い
事
と
し

た
。
何
故
な
ら
、
具
体
的
ケ
ー
ス
に
於
け
る
個
々
の
商
工
会
議
所

が
表
明
し
た
経
済
関
連
の
立
場
が
、
余
り
に
も
相
違
し
て
い
る
の

で
、
明
確
な
傾
向
が
確
認
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
（
84
）
。

こ
の
よ
う
に
ベ
ル
リ
ン
商
工
会
議
所
は
、
開
店
が
休
暇
の
充
足

に
奉
仕
し
、
従
っ
て｢

日
曜
の
為
の
労
働｣

と
し
て
労
働
急
速
命

令
の
特
別
の
例
外
を
提
示
し
て
い
る
と
の
見
解
を
採
る
。
考
慮
す

べ
き
は
、
首
都
及
び
観
光
中
心
地
と
し
て
も
ベ
ル
リ
ン
の
特
別
の

役
割
で
あ
る
。
日
曜
・
祭
日
保
護
の
中
核
部
分
は
、
小
売
業
の
控

え
目
な
解
放
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
な
い
（
85
）
。

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
商
工
会
議
所
は
、
日
曜
・
祭
日
の
広
範
囲

二
二
二



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
五
一
三
）

ト
）
が
閉
店
の
労
働
保
護
的
側
面
の
規
定
へ
の
権
限
を
持
た
な
い

が
故
に
、
憲
法
に
適
合
し
な
い
。
更
に
、
攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
諸

規
定
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
一
四
〇

条
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
日
曜
・
祭
日
休
息
の
保
護
へ
の
正
当
化

さ
れ
な
い
介
入
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
立
法
者

に
よ
っ
て
追
及
さ
れ
る
諸
目
標
に
到
達
す
る
為
に
は
適
し
て
も
い

な
い
し
、
必
要
で
も
な
い
。
こ
れ
に
加
え
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、

深
刻
な
帰
結
か
ら
し
て
適
切
で
も
な
い
。
更
に
、
家
族
の
保
護

（
基
本
法
第
六
条
第
一
項
）
及
び
被
用
者
の
肉
体
的
無
傷
（
基
本

法
第
二
条
第
一
項
）
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
90
）
。

更
に
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
組
合
（ver.di

）
及
び
ド
イ
ツ
労
働
総

同
盟
（
Ｄ
Ｇ
Ｂ
）
は
、
追
及
さ
れ
た
目
標
到
達
、
つ
ま
り
付
加
的

に
職
場
を
創
設
し
、
し
か
も
経
済
発
展
に
肯
定
的
に
影
響
を
与
え

る
、
ラ
ン
ト
立
法
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
規
定
の
適
正
は
、
相
当

な
疑
義
に
遭
遇
し
て
い
る
事
実
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
の
目
標
は
、

既
に
か
つ
て
の
開
店
時
間
の
拡
大
時
の
際
に
挙
げ
ら
れ
た
が
、
失

敗
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
と
り
わ
け
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
七

ま
で
に
土
曜
日
二
〇
時
ま
で
の
開
店
時
間
延
長
は
、
〇
・
二
％
の

売
上
げ
増
に
導
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
同
時
に
被
用
者
の
数
は
、

１５
．
キ
リ
ス
ト
教
労
働
組
合
連
合
（
Ｃ
Ｇ
Ｂ
）

キ
リ
ス
ト
教
労
働
組
合
連
合
（
Ｃ
Ｇ
Ｂ
）
の
見
解
に
よ
れ
ば
、

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
の
日
曜
・
祭
日
保
護
は
、
重
点
的

に
肉
体
的
回
復
よ
り
は
、
宗
教
的
・
共
同
体
的
側
面
、｢

精
神
的

高
揚｣

に
供
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
規
定
の
構
想
か
ら
生
ず

る
。
こ
の
状
況
を
考
慮
し
て
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
は
、

基
本
法
第
四
条
に
表
明
さ
れ
て
い
る
宗
教
の
自
由
を
具
体
化
す
る
。

こ
の
こ
と
は
、
西
洋
文
化
に
お
け
る
日
曜
の
キ
リ
ス
ト
教
的
に
刻

印
さ
れ
た
意
義
を
通
し
て
強
化
さ
れ
て
い
る
。
攻
撃
対
象
法
律
は
、

日
曜
・
祭
日
の
保
護
を
廃
止
し
、
し
か
も
そ
の
中
核
領
域
を
侵
害

す
る
。
憲
法
異
議
は
、
許
可
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
89
）
。

１６�
．
サ
ー
ビ
ス
労
働
組
合
連
合
（ver.di

）
及
び
ド
イ
ツ
労
働

総
同
盟
（
Ｄ
Ｇ
Ｂ
）

サ
ー
ビ
ス
労
働
組
合
連
合
（ver.di

）
及
び
ド
イ
ツ
労
働
総
同

盟
（
Ｄ
Ｇ
Ｂ
）
は
、
異
議
申
立
人
の
法
的
見
解
を
分
ち
合
い
、
か

つ
共
同
の
見
解
の
中
で
憲
法
異
議
申
立
を
支
援
し
た
。
曰
く
、
日

曜
・
祭
日
保
護
を
目
的
と
す
る
憲
法
的
課
題
の
実
現
の
為
に
、
日

曜
・
祭
日
保
護
の
効
果
的
な
実
行
の
可
能
性
を
諸
教
会
に
開
か
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
諸
規
定
は
、
州
（
ラ
ン

二
二
二



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
五
一
四
）

る
か
に
越
え
て
い
る
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
も
彼
等
は
、

集
団
的
に
自
由
な
日
々
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
社
会
生
活
の
同
一

リ
ズ
ム
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。
こ
の
自
由
時
間
の
時
間
的
一
致

が
家
族
、
婚
姻
、
団
体
、
公
共
体
に
於
け
る
生
活
、
従
っ
て
社
会

的
共
同
生
活
に
向
か
う
可
能
性
を
創
設
す
る
。
開
店
時
間
の
変
更

は
、
生
物
学
的
・
社
会
学
的
リ
ズ
ム
の
時
間
的
不
一
致
と
結
び
つ

い
た
労
働
と
自
由
時
間
の
リ
ズ
ム
の
変
化
に
導
く
。
通
常
か
つ
標

準
労
働
時
間
の
変
更
は
、
肉
体
的
及
び
心
理
・
社
会
的
領
域
に
於

け
る
阻
害
リ
ス
ク
の
上
昇
に
導
き
、
し
か
も
そ
れ
は
、
当
事
者
の

み
な
ら
ず
、
そ
の
家
族
に
も
及
ぼ
す
（
92
）
。

小
売
業
に
お
け
る
雇
用
構
造
に
つ
い
て
、
労
働
組
合
は
、

二
〇
〇
七
年
三
月
三
一
日
に
、
全
ド
イ
ツ
小
売
業
二
百
万
人
の
三

分
の
二
、
つ
ま
り
一
・
四
百
万
人
が
女
性
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て

い
た
と
説
明
し
た
。
業
界
全
体
（
つ
ま
り
小
売
業
＋
卸
売
業
）
で

雇
用
さ
れ
る
女
性
の
中
、
五
〇
％
は
、
四
〇
才
前
で
、
四
分
の
三

は
、
五
〇
才
前
で
あ
っ
た
。
雇
用
さ
れ
て
い
る
五
〇
才
以
下
の
女

性
数
は
、
小
売
業
界
で
、
七
五
％
で
と
り
わ
け
多
い
。
こ
の
グ

ル
ー
プ
は
、
日
曜
・
祭
日
保
護
を
以
っ
て
追
及
さ
れ
る
社
会
的
目

的
に
鑑
み
て
、
と
り
わ
け
微
妙
で
あ
る
。
こ
の
年
齢
層
に
属
す
る

三
・
二
％
減
少
し
た
。
と
り
わ
け
深
刻
な
事
は
、
正
社
員
の
展
開

で
あ
る
。
そ
の
数
は
、
二
〇
〇
三
年
以
来
、
一
〇
五
％
減
少
し
、

こ
れ
に
対
し
、
低
賃
金
労
働
者
の
割
合
は
、
四
・
九
％
、
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
の
割
合
は
、
五
・
九
％
増
加
し
た
。
こ
れ
ら
の
数
は
、

開
店
時
間
の
延
長
が
望
ま
れ
る
肯
定
的
効
果
を
も
た
ら
す
結
果
と

な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
開
店
時
間
の
変
更
は
、
消

費
増
大
の
結
果
と
な
ら
ず
、
コ
ス
ト
増
大
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
通
常
人
件
費
の
節
約
を
通
し
て
相
殺
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
は
、
社
会
保
険
負
担
が
義
務
付
け
ら
れ
る
雇
用
の
負
担
と
な
る

低
賃
金
雇
用
の
拡
大
に
導
い
て
い
る
。
結
果
的
に
は
、
巨
大
ス
ー

パ
ー
及
び
大
都
市
の
中
心
街
に
有
利
に
、
小
小
売
店
、
中
小
都
市

の
商
店
及
び
都
市
の
郊
外
に
不
利
に
、
顧
客
の
流
れ
が
延
長
さ
れ

た
に
過
ぎ
な
い
。
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
の
目
標
は
、
当
に
、
顧
客
の

流
れ
を
周
辺
地
域
か
ら
引
き
上
げ
、
購
買
力
を
ベ
ル
リ
ン
に
転
換

す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
競
争
状
況
は
、
周
辺
地
域
を
日
曜
・

祭
日
保
護
の
負
担
の
下
に
、
よ
り
自
由
な
開
店
時
間
の
為
に
競
争

さ
せ
る
こ
と
に
導
く
（
91
）
。

更
に
労
働
組
合
は
、
開
店
が
包
括
的
な
事
前
・
事
後
労
働
を
必

要
と
し
て
い
る
が
故
に
、
被
用
者
の
労
働
時
間
が
開
店
時
間
を
は

二
二
二



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
五
一
五
）

１７
．
専
門
鑑
別
員
ク
ナ
イ
ト
教
授
と
ナ
ッ
ハ
ラ
イ
ナ
ー
教
授

専
門
鑑
別
員
ク
ナ
イ
ト
教
授
及
び
ナ
ッ
ハ
ラ
イ
ナ
ー
教
授
は
、

労
働
科
学
的
及
び
社
会
学
的
観
点
か
ら
、
日
曜
・
祭
日
労
働
の
被

用
者
及
び
そ
の
家
族
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
見
解
を
提
出
し
た
（
96
）
。

Ⅳ
．
口
頭
弁
論

口
頭
弁
論
で
は
、
異
議
申
立
人
、
ベ
ル
リ
ン
州
議
会
及
び
政
府
、

ベ
ル
リ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
商
業
連
名
、
中
・
大
規
模
小
売

業
連
邦
ア
ル
バ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
〈
Ｂ
Ａ
Ｇ
〉、
ド
イ
ツ

小
売
業
連
合
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
組
合
連
合
（ver.di

）
ド
イ
ツ
司

教
会
議
及
び
ド
イ
ツ
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
福
音
教
会
（
Ｅ
Ｋ
Ｄ
）

な
ら
び
に
専
門
鑑
別
員
ク
ナ
イ
ト
教
授
及
び
ナ
ッ
ハ
ラ
イ
ナ
ー
教

授
が
発
言
し
た
（
97
）
。

ベ
ル
リ
ン
州
議
会
及
び
政
府
代
理
人
は
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
が

連
邦
閉
店
法
の
法
的
状
況
に
対
し
て
、
日
曜
保
護
を
悪
化
さ
せ
て

い
た
の
で
は
な
く
、
強
化
し
た
。
何
故
な
ら
、
区
役
所
が
か
つ
て

の
法
的
状
況
に
よ
り
、
連
邦
閉
店
法
第
二
三
条
に
基
づ
き
、
日

曜
・
祭
日
に
於
け
る
開
店
禁
止
に
対
し
多
く
の
例
外
を
許
し
て
い

た
か
ら
。
と
の
見
解
を
表
明
し
た
。
曰
く
、
こ
れ
に
対
し
て
、
新

人
々
は
、
大
抵
未
だ
成
人
・
自
立
し
て
い
な
い
子
供
を
有
し
て
い

る
。
伝
統
的
に
、
子
供
の
面
倒
や
家
計
の
運
営
は
未
だ
に
女
性
に

帰
属
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
彼
女
ら
が
と
り
わ
け
影
響
を
受
け
て

い
る
（
93
）
。

そ
し
て
労
働
組
合
は
、
日
曜
・
祭
日
開
店
の
手
の
領
域
に
対
す

る
帰
結
、
例
え
ば
下
請
け
業
者
及
び
イ
ン
フ
ラ
領
域
に
於
け
る
帰

結
を
指
摘
し
た
。
曰
く
、
と
り
わ
け
問
題
な
の
は
、
降
臨
節
日
曜

に
於
け
る
開
店
で
あ
る
。
小
売
業
に
於
け
る
被
用
者
は
、
ク
リ
ス

マ
ス
時
に
お
け
る
特
別
負
担
故
に
、
当
に
ク
リ
ス
マ
ス
前
の
週
末

の
休
養
を
必
要
と
し
て
い
る
（
94
）
。

攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
諸
規
定
は
、
ラ
ン
ト
立
法
者
の
追
及
す
る

目
標
に
到
達
す
る
為
に
は
、
適
し
て
い
な
い
し
、
必
要
で
も
な
い
。

し
か
も
、
日
曜
・
祭
日
の
開
店
と
結
ぶ
帰
結
が
例
外
を
正
当
化
で

き
な
い
程
に
深
刻
で
あ
る
が
故
に
、
比
例
不
適
合
で
あ
る
。
宗
教

の
自
由
と
並
ん
で
、
同
時
に
、
基
本
法
第
六
条
第
一
項
の
意
味
に

於
け
る
家
族
の
保
護
な
ら
び
に
基
本
法
第
二
条
第
一
項
に
適
合
す

る
身
体
不
可
侵
の
保
護
が
侵
害
さ
れ
る
（
95
）
。

二
二
二



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
五
一
六
）

（
７
）	B
erlL
adÖ
ffG
, G
V
B
l 2006,S

.1045

（
８
）	G

V
B
l 2007,S

.580

（
９
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.2f.,A

bs.2

（
１０
）	B

G
B
l 1 S

.875

（
１１
）	B

G
B
l 1 S

.744

（
１２
）	B

G
B
l 1 S

.2407

（
１３
）	

§3 N
r.2 L

adS
chlG

（
１４
）	

§3 N
r.1 L

adS
chlG

（
１５
）	

§14 A
bs.2 L

adS
chlG

（
１６
）	

§14 A
bs.3 L

adS
chlG

; B
V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 
1.12.2009,S

.3,A
bs.3

（
１７
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.3,A
bs.4

（
１８
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.3,A
bs.5

（
１９
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.3,A
bs.6

（
２０
）	

§3 A
bs.1 A

lternative 2 B
erlL
adÖ
ffG

（
２１
）	

§6 A
bs.1 B

erlL
adÖ
ffG

（
２２
）	

§6 A
bs.2 B

erlL
adÖ
ffG

（
２３
）	

§6 A
bs.2 S

atz 2,

§6 A
bs.2 S

atz 3 B
erlL

adÖ
ffG
; 

B
V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.3f.,A

bs.7

（
２４
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.4,A
bs.8

（
２５
）	

§4 A
bs.1N

r.2 B
erlL
adÖ
ffG

（
２６
）	

§4 A
bs.1N

r.3 B
erlL
adÖ
ffG

（
２７
）	

§4 A
bs.1N

r.5 B
erlL
adÖ
ffG

（
２８
）	

§5 B
erlL
adÖ
ffG

法
律
規
定
は
、
こ
の
よ
う
な
一
般
的
例
外
規
定
を
有
し
て
い
な
い
。

新
法
で
は
、
日
曜
・
祭
日
に
許
可
さ
れ
る
日
数
は
、
限
定
さ
れ
、

し
か
も
、
連
邦
閉
店
法
第
二
三
条
が
も
た
ら
す
困
難
及
び
考
量
不

能
性
が
削
除
さ
れ
た
（
98
）
。

（
１
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bsatz-N

r.

（1-197

）;P
ressem

itteilung N
r.134/2009 vom

 1.D
ezem

ber 
2009 – 1 B

vR
 2857/07 und 1 B

vR
 2858/07 – 

（
２
）	B

erlL
adÖ
ffG
;G
esetz-und V

erordnungsblatt für 
B
erlin S

eite 580

（
３
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.2

（
４
）	

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
七
条
第
五
項
：

　
　

宗
教
団
体
は
、
こ
れ
ま
で
そ
う
で
あ
っ
た
限
り
、
公
法
上
の
法

人
と
し
て
留
ま
る
。
他
の
宗
教
団
体
は
、
そ
の
構
成
法
及
び
そ
の

メ
ン
バ
ー
の
数
に
よ
り
、
存
続
保
障
を
提
示
す
る
場
合
、
申
請
に

基
づ
き
同
様
の
権
利
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
複
数
の
宗
教

団
体
が
一
つ
の
団
体
に
統
合
す
る
場
合
、
こ
の
団
体
も
公
法
上
の

団
体
で
あ
る
。

（
５
）	

基
本
法
第
一
四
〇
条
：

　
　

一
九
一
九
年
八
月
一
一
日
付
ド
イ
ツ
〈
ワ
イ
マ
ー
ル
〉
憲
法
第

一
三
六
条
、
第
一
三
七
条
第
一
三
八
条
、
第
一
三
九
条
及
び
一
四
一

条
の
諸
規
定
は
、
基
本
法
の
構
成
要
素
で
あ
る
。

（
６
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.2,A
bs.1

二
二
二



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
五
一
七
）

（
５３
）	B
V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.71

（
５４
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.72

（
５５
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.73

（
５６
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.74

（
５７
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.75

（
５８
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.76

（
５９
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.77

（
６０
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.78

（
６１
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.79

（
６２
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.80

（
６３
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.81

（
６４
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.82

（
６５
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.83

（
６６
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.84

（
６７
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.85

（
６８
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.86

（
６９
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.87

（
７０
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.88

（
７１
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.89

（
７２
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.90

（
７３
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.91

（
７４
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.92

（
７５
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.93

（
７６
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.94

（
２９
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.4,A
bs.9

（
３０
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.4,A
bs.10-18

（
３１
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.4f.,A

bs.19-23

（
３２
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.4f.,A

bs.24-35

（
３３
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.4f.,A

bs.36-41

（
３４
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.4f.,A

bs.42

（
３５
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.4f.,A

bs.43-55

（
３６
）	A

bgeordnetenhaus D
ruchs 16/0015

（
３７
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.56

（
３８
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.57

（
３９
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.58

（
４０
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.59

（
４１
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.60

（
４２
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.61

（
４３
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.62

（
４４
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.63

（
４５
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.64

（
４６
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.65

（
４７
）	B

V
erfG

E
 111,10

（50,52,54

）
参
照
。

（
４８
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.66

（
４９
）	B
V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.67

（
５０
）	B
V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.68

（
５１
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.69

（
５２
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.70

二
二
二



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
五
一
八
）

（
７７
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.95

（
７８
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.96

（
７９
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.97-

（
８０
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.98-

（
８１
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.99-

（
８２
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.100-

（
８３
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.101-

（
８４
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.102-

（
８５
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.103

（
８６
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.104

（
８７
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.105

（
８８
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.106

（
８９
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.107

（
９０
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.108

（
９１
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.109

（
９２
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.110

（
９３
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.111

（
９４
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.112

（
９５
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.113

（
９６
）	B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.114

（
９７
）	B
V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.115

（
９８
）	B
V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.116

二
二
二


